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Mora-Viana による H\’enon type strange attractor についての結果の紹介 II

愛媛大理 平出耕一 (Koichi Hiraide)

M.H\’enon [H] は次の $(^{*})$ で定義される 2次元写像ん、,ゐ : $R^{2}arrow R^{2}$ の力学系を考察し, 数値実験に
よりパラメーター値 $a=1.4,$ $b=0.3$ において複雑な構造を持っと思われる attractor を発見した。

$(^{*})$ $h_{a,\text{ゐ}}(x=(1$ 一 $aX+y, bx)$

これ以後、上の写像 (H\’enon map) の力学系がいろいろな立場から研究されている (三波氏による「 H\’enon

map にっいて」を参照されたい)。 しかしながら、H\’enon が見っけた attractor の構造は、現在でもまだ
理解されていない様である。

最近、M.Benedicks と LCarleson は、 H\’enon map に対し $\backslash strange$ attractor‘ が、厳密な意味
で、存在することを証明した。

定理 1(Benedicks – Carleson[BC])

領域 $\{x>0, y>0\}\subset R^{2}$ にある双曲型不動点の不安定多様体を $W^{u}$ で表わす。 任意の $0$〈 $c<$

$Jog2$ に対し $b_{0}>0$ が存在して、各 $0<b<$ ろ o に対し Lebesgue 測度が正の集合 $E(b$ を選ぶことが

出来、すべての $a\in E(b)$ に対し次が成立する :
(i) 或る開集合 $U=U(a,$ $b\neq\ovalbox{\tt\small REJECT}$ があって、すべての $z\in U$ に対し

$d_{5}t(hn_{b}(z,\overline{wu}arrow 0,$ $narrow\infty$ .

(ii) 点 $z_{1}\in W^{u}$ が存在して次の (a) と (b) が成り立っ :
(a) $\overline{\{h2_{6}(z_{1}):n\geq 0\}}=\overline{W^{u}}$

(b) $||D$ん $n$ ,ゐ $(z_{1})(1, 0)||\geq e^{cn}(\forall n\geq 0)$

上の定理の $\overline{W^{u}}$ は双曲型にはならない。このことは、双曲型 attractor の性質から得られる ([P]) 。
また, 定理の証明からも分かる。

$\ovalbox{\tt\small REJECT}$

$M$ は曲面とし $f$ : $Marrow M$ は微分同相写像とする。 $f$ で不変なコンパクト部分集合 A $\subset M$ が $f$ の

attractor であるとは、A の安定集合

$W^{5}(\Lambda)=$ {$x\in M$ : $d(f^{n}$ (露), A) $arrow 0,$ $narrow\infty$}

の内部は $intW^{5}(\Lambda)\neq 0$ となるときをいう。 attractor A が strange であるとは、A は有限集合でな

く、点 $z_{1}\in$ A が存在して次の (a) と (b) が成り立つときとする :
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(a) $\overline{\{f^{n}(z_{1}):n\geq 0\}}=\Lambda$ ,
(b) 接ベクトル $v\in T_{z_{1}}M,$ $v\neq 0$ と $\lambda>1$ が存在して、 $||Df^{n}(v)||\geq\lambda^{n}||v||(\forall n\geq 0)$ .

また、 $f^{-1}$ : $Marrow M$ a attractor を $f$ の repellor と呼び、 strange repellor が定義される。

$I$ を区間とし $F$ : $M\cross Iarrow M$ をぴ写像とする。各 $\mu\in I$ に対し $F(, \mu)$ : $Marrow M$ がぴ微

分同相写像であるとき、 $F$ を $C^{r}$ 微分同相写像の one parameter family と呼ぶ。 ここで、 $I$ は $0$ を内

点として含むとしておく。
L.Mora と M.Viana は、 $Benedi_{C}ks- Carlg_{on}$ の方法を homoclinic bifurcation の枠組みの中に

持込んで、次の定理 2を証明した。

定理 2(Mora–Viana[MV])

$(f_{\mu})$ を曲面の $C^{r}$ 微分同相写像の one parameter family とし次の (A1), (A2), (A3) を仮定する。
(A1) $f_{0}$ は双曲型周期点 $p_{0}$ を持ち、微分 $Df_{0}^{n}(p_{0})$ の固有値\mbox{\boldmath $\lambda$}0, $\sigma_{0}$ について、 $|\lambda_{0}\sigma_{0}|\neq 1$ であり、

$\ell+m\leq r-2$ となる自然数 $\ell,$ $m$ に対し $\lambda_{0}^{t}\sigma_{0}^{m}\neq 1$ である。 ここで、 $n$ は $p_{0}$ の周期を表わす。

(A2) 安定多様体 $W^{s}(po)$ と不安定多様体 $W^{u}(po)$ について、Homoclinic tangency の点 $q\in$

$W^{s}(p_{0})\cap W^{u}(p_{0})$ が存在し、 $q$ において $W^{s}(p_{0})$ と $W^{u}(p_{0})$ は 2次の order で接している。
(A3) パラメーター $\mu$ に関して、 $\frac{\partial f\mu(q)}{\partial\mu}|_{\mu=0}$ は $W^{u}(p_{0})$ の $q$ における接線に横断的である。

このとき、 $r$ が十分大ならば $($例えば、$r=140)$ 、 Lebesgue 測度が正のパラメーター値 $\mu$ の集合 $E$

が $\mu=0$ の近くに存在して、すべての $\mu\in E$ に対し $f_{\mu}$ は、 $f_{0}$ による $q$ の軌道の近傍に strange
attractor あるいは strange repellor を持っ。

定理 2の strange attractor (strange repellor) は、定理 1と同様、双曲型でない $\circ$

以下で、定理 2の Mora-Viana による証明の概略を述べる。

\S 1 Renormalization & H\’enon-like family
$(f_{\mu})$ を曲面のび微分同相写像の one parameter family とし定理 2 の (A1), (A2), (A3) を仮定

する。 $p0$ は $f_{0}$ の双曲的不動点としてよい。 陰関数定理より $\mu$ が $0$ に十分近ければ、 $f_{\mu}$ は双曲型不動

点 $p_{\mu}$ を持ち $\muarrow p_{\mu}$ は $C^{r}$ 写像となる。 $\lambda_{\mu},$
$\sigma_{\mu}$ を $Df_{\mu}(p_{\mu})$ の固有値とする。 このとき $\lambda_{\mu},$

$\sigma_{\mu}$ は

それぞれ\mbox{\boldmath $\mu$} の $C^{r-1}$ 関数である。 (A1) と Gomozov の定理 $([B])$ より
$C^{[\frac{r-1}{2}]}$ 局所座標 $(U, (\xi, \eta))$ が

存在して

$U\supset\{(\xi, \eta) : |\xi|\leq 2, |\eta|\leq 2\}$,
$p_{\mu}=(0,0)$ ,
$f_{\mu}(\xi, \eta)=(\sigma\xi, \lambda\eta)$ , $\sigma=\sigma_{\mu)}$ $\lambda=\lambda_{\mu}$ .

(A1) より $|\sigma_{0}\lambda_{0}|\neq 1$ . 以後、 $|\sigma 0\lambda_{0}|<1,0<|\lambda_{0}|<1<|\sigma 0|$ の場合を考える。(A2) の homoclini-c
tangency の点 $q$ は $q=(1,0)$ であるとして一般性を失わない。また、 $f_{0}^{N}(q)=r=(0,1)$ となる

$N>0$ が存在するとしてよい。 このとき (A2), (A3) より

$f_{\mu}^{N}(1+\xi, \eta)=(\alpha\xi^{2}+\beta\eta+v\mu+H_{1}(\mu, \xi, \eta), 1+H_{2}(\mu, \xi, \eta))$
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となる。 ここで $H_{1}$ , 丑 2 は $C^{[\text{与^{}\underline{1}}\text{】}}$

関数であり

(1) α $\neq 0,$ $\beta\neq 0,$ $\neq 0,$ $\text{ジ^{}2(0,0,0)\neq 0}\partial$

(2) $H_{1}=\partial$ξ $H_{1}=\partial$ξξ $H_{1}=\partial_{\text{η}}H_{1}=\partial_{\mu}H_{1}=H_{2}=0$ at $(\mu, \xi, \eta)=(0,0,0)$ ,

(3) $v=1$ , $\partial_{\mu\mu}H_{1}(0,0,0)=0$.

ただし (3) に対しては parameter $\mu$ の座標変換を必要とする。上の (1), (2), (3) より

$H_{1}(\mu, \xi, \eta)=C_{1}\eta^{2}+C_{2}\mu\xi+C_{3}\xi\eta+C_{4}\mu\eta+0(3)$ ,

$H_{2}(\mu, \xi, \eta)=D_{1}\mu+D_{2}\xi+D_{3}\eta+$ 〇 $(2),$ $D_{2}\neq 0$ .

次で定義される座標変換を $\phi_{n}$ : $(\mu, \xi, \eta)arrow(a, x, y)$ で表わす。

$\{i$ $\ovalbox{\tt\small REJECT} 11$鷲$\lambda$$i$ $\ovalbox{\tt\small REJECT} 11\sigma$∵ $\{\xi^{1}$ $\ovalbox{\tt\small REJECT}$∫$nn:$:
$f(\mu, \xi, \eta)=(\mu, f_{\mu}(\xi, \eta))$ とおいて

$\varphi_{n}(a, x, y)=\phi_{n}of^{n}of^{N}o\phi n^{1}(a, , y)$

とする。 このとき、 $R=\{(a, x, y) : 1\leq a\leq 3,1^{x}1\leq 2, M\leq 2\}$ に対し・ $n>0$ が十分に大ならば・

$\varphi_{n}$ : $Rarrow R^{3}$ となる。 $\psi$ : $Rarrow R^{3}$ を $\psi(a, x, y)=$ ( $a,$
$1$ 一 $aX,$ $0$ ) で定義すると

$||\varphi_{n}\psi n_{c^{\text{【亭_{}1_{(R)}}}}\leq K\ovalbox{\tt\small REJECT})^{n}$

が成り立つ。実際、 $\varphi_{n}$ : $Rarrow R^{3}$ は

G) $\ovalbox{\tt\small REJECT}(\begin{array}{l}\text{α}1\text{一α}x^{2}\text{一β\sqrt{\lambda}\text{万_{π}})_{9+_{2}\text{σ∬_{一}}(\text{μ},\text{ξ}1,\text{η})}-\ovalbox{\tt\small REJECT}\sqrt{\lambda}\text{万})\text{σ^{π_{π}}}H(\text{角^{}2\text{π}}\text{ξ}1,\text{η})^{\text{一}}1\end{array})$

で与えられる。 $1\leq a\leq 3$ に対し、 $\varphi_{a}$ : $[$ -2, $2]^{2}arrow R^{2}$ を $\varphi(a, x, y)=(a, \varphi_{a}(x, y))$ によって定義

する。 one parameter family $(\varphi_{a})_{a}$ を $(f_{\mu})$ の renormalization と呼ぶ。

$\ovalbox{\tt\small REJECT}$

$(f_{\mu})$ を曲面の $C^{r}$ 微分同相写像の one parameter $fa\ovalbox{\tt\small REJECT} ily$ とし定理 2の (A1), (A2), (A3) を仮定

する. このとき $K>0,$ $t>0$ が存在して任意の $b>0$ に対し $(f_{\mu})$ の $C^{[\text{守}]}renormalizati$・$n(\varphi_{a})_{a}$

を次が成り立っ様に選ぶことが出来る :



68

(a) $||\varphi-\psi||_{C^{1_{\overline{2}^{\underline{1}}}^{\underline{r}}l}(R)}\leq K\sqrt{b}$, 特に $||\varphi||_{c^{r}\overline{\tau}1_{(R)}}\underline{r}1\leq 5\leq K$ ,

(b) $(\begin{array}{ll}A BC D\end{array})=D\varphi_{a}(x, y)$ とおいて

(i)
$|A|\leq K$ $\sim_{K}^{1}\overline{b}\leq|B|\leq K\sqrt{b}$

$\frac{1}{K}\sqrt{}\overline{b}\leq|C|\leq K\sqrt{b}$ $|D|\leq Db^{1+t}$

$\frac{1}{K}b\leq|detD\varphi_{a}|\leq Kb$ $||D\varphi_{a}||\leq K$ $||D\varphi_{a}^{- 1}II$ $\leq\frac{K}{b}$

$(ii)$

II $D_{(a,x,y)}A||\leq K$ $||D_{(a,x,y)}B||\leq Kb^{\frac{1}{2}+t}$

$||D_{(a,x,y)}C||\leq Kb^{\frac{1}{2}+\iota}$ $||D_{(a,x,y)}D||\leq Kb^{1+2t}$

$|I^{D_{(a,x,y)}(detD\varphi_{a})||\leq Kb^{1+t}}$ II $D^{2}\varphi_{a}||\leq K$

(iii)
$|1^{D_{(a,x,y)}^{2}A||\leq Kb^{t}}$ $||D_{(a,x,y)}^{2}B||\leq Kb^{\frac{1}{2}+2t}$

$||D_{(a,x,y)}^{2}C||\leq Kb^{\frac{1}{2}+2t}$ $||D_{(a,x,y)}^{2}D||\leq Kb^{1+3t}$

$I|D_{(a,x,y)}^{2}(detD\varphi_{a})||\leq Kb^{1+2t}$ $||D^{3}\varphi_{a}||\leq Kb^{t}$

定義 2

定理 3の性質を持つ one parameter family $(\varphi_{a})_{a}$ ここで $\varphi_{a}$ : $\{|x|\leq 2, |y|\leq 2\}arrow R^{2}$ ,
$1\leq a\leq 3$ を H\’enon-like family と呼ぶ。ただし $b>0$ は十分に小さいと考える。また H\’enon-like
family は次の形であるとイメージすることが出来る :

$\varphi_{a}(x, y)=(1-ax^{2}\pm\sqrt{b}y, \preceq J\overline{b}x)$

ト.
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$\ovalbox{\tt\small REJECT}$

$@_{a})$ を $C^{r}$ H\’enon-like $fa$血$1y$ とする 1 このとき $\ovalbox{\tt\small REJECT}$の $0<c<\log 2$ に対しわ。$>0$ が存在して、
各わ $\in(0, b_{0})$ に対し Lebesgue 測度正の集合 $E(b)\subset(1,2)$ がとれて、すべての $a\in E(b)$ に対し
$\varphi_{a}$ で不変なコンパクト集合$\Lambda=\Lambda_{a}$ が存在し次が成り立っ。

(1) int $W^{s}(\Lambda)\neq 0$ ,
(2) 点 $z_{1}\in$ A が存在して

(a) $\overline{\{\varphi 2(z_{1}):n\geq 0\}}$ ニ $\Lambda$ ,
(b) $||D\varphi n(z_{1})(1,0)||\geq e^{cn}$ , $(\forall n\geq 0)$ .

上の A は、定理 1と同様、ある双曲型不動点の不安定多様体の閉包である。また、定理 4の $r$ は次の不
等式を満たしていればよい。

$r\geq 81_{0}g\underline{\sigma 1^{1}}$ $\sigma_{1}=10\}_{\overline{2}}$

定理 3と定理 4から、定理 2が得られる。以下、定理 4にっいて説明する。

$\ovalbox{\tt\small REJECT} 2$ Attractor A の構成
$\varphi=(\varphi_{a})_{a}$ を H\’enon-like famiy とし、 $\psi_{a}$ : $R^{2}arrow R^{2}(1\leq a\leq 3)$ を $\psi_{a}@,$ $y$ ) $=$ ( $1$ 一 $aX,$ $0$ )
で定義る・ このとき ||ψ一 $\psi_{a}||_{C^{\text{・}}([-2,2]^{2})}\leq K$補・
先ず $\psi_{2}$ について考える。 $\psi_{2}$ の不動点は $P=(\ovalbox{\tt\small REJECT}, 0),$ $Q=(-1,0)$ の 2個で、 $D\psi_{2}(P)$ の固有値

は 一 $2,0$
、

$D\psi_{2}(Q)$ の固有値は 4, $0$ となり、共に双曲型不動点である。陰関数定理より $\psi_{2}$ の $C^{r}$ 近
傍亙 $\subset$ { $C$ん写像 : $[0,1]^{2}arrow R^{2}$ } と $C^{\infty}$ 写像君 $Q$ : 亙 $arrow R^{2}$ が存在して、各 $\varphi\in$ 亙に対し
$P(\varphi),$ $Q(\varphi)$ は $\varphi$ の双曲型不動点で、Fix( $\varphi=$ {P@), $Q(\varphi)$ } となる。さらに、 これらの不動点の局
所安定 (不安定 $\ovalbox{\tt\small REJECT}$ 多様体は、 $C$「位相で $\varphi$ に関して連続的に変化する。

$\ovalbox{\tt\small REJECT}$

$U$ を $0\in R^{\text{η}}$ の近傍とし、 $9t$ : $Uarrow R^{n}$ ¢ $\in R^{\ovalbox{\tt\small REJECT}}$ ) を $C^{\text{「}}$ 写像の $m$ parameter family とする。
また $0\in R^{n}$ は 90の双曲型不動点とし、接空間の splitting を $R^{n}=E^{s}$ � $Eu$ で表わす。 $C^{\text{「}}$ 写像の
$m$ parameter family ん $=(ht$ は $g=(gt$ に $C^{r}$ (bounded) 位相で十分近いとし、オ $\in R^{m}$ は $0$

の近傍にあるとする。このとき $0\in U$ の近くに馬の双曲型不動点 P(ん∂ がただ一つ存在し、その局所
不安定多様体 $W\ovalbox{\tt\small REJECT}_{\text{。}}(P(ht)$ に関し次が成り立っ : ぴ写像 φん $($ち $)$ : $B,(0)\subset E^{u}arrow E^{s}$ が存在して、
φん $(t)$ のグラフが $W$翫$(P(ht)$ となり、 さらに $\phi$ : (ん, オ, $xH$ φん ($tX$ はぴ写像となる。特に
ん $\vdash$→ φん $(, )\in C^{\text{「}-1}$ (砿 $E^{s}$ ) は $C^{1}$ 写像である。ここで $y$ は $0\in R^{m}\cross E^{s}$ の近傍を表わす。 ま

た、局所不安定多様体に関し同様のことが成立する。

$\psi_{a}(x, y)=$ ( $1$ 一 $ax^{2},0$ ), $1\leq a\leq 3$ の不動点 $P(\psi_{a})=(P(\psi_{a}), 0),$ $Q(\psi_{a})=(Q(\psi_{a}), 0)$ とその

不安定多様体は、次のようになる。

$1<a<2$ の場合

$\ovalbox{\tt\small REJECT}<P(\psi_{a})<1$ $W^{u}(P(\psi_{a}))=[1$ 一 $a, a]$

$Q(\psi_{a})<-1<1$ 一 a $W^{u}(Q(\psi_{a}))=($一 $\infty, Q(\psi_{a})$] $U[Q(\psi_{a}), 1]$
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$a=2$ の場合

$P( \psi_{a})=\frac{1}{2}$ $W^{u}(P(\psi_{a}))=[-1,1]$

. $Q(\psi_{a})=-1$ $W^{u}(Q(\psi_{a}))=(-$ $-1$] $\cup[-1,1]$

$2<a<3$ の場合

$0<P( \psi_{a})<\frac{1}{2}$ $W^{u}(P(,\psi_{a}))=(-:\cdot 1$ ]

$1-a<-1<Q(\psi_{a})$ $W^{u}(Q(\psi_{a}))=(-\infty, Q(\psi_{a})$] $\cup(-\infty, 1$]

また安定多様体は

$W^{s}(P(\psi_{a}))=\{P(\psi_{a})\}\cross R$ , $W^{s}(Q(\psi_{a}))=\{Q(\psi_{a})\}\cross R$ .

従って、 $a=2$ のとき、 $Q(\psi_{a})$ は、 $Q(\psi\ovalbox{\tt\small REJECT}$ に対する homoclinic tangency の点であり、また $Q(\psi_{a})$

と $P(\psi_{a})$ に対する heteroclinic tangency の点である。 $a>2$ のとき、 これらは横断的になり、
$a<2$ のときは、消滅する。局所安定 (不安定) 多様体の変化の連続性より、H\’enon-like family $(\varphi_{a})_{a}$

において、 $b>0$ が十分小さいならば、 a $=2$ の近くに $a_{+}=a_{+}(\varphi)$ があって、 $Q(\varphi_{a+})$ に対し

homoclinic tangency の点が存在し、 $a<a+$ ならばこれらの点は消滅する。同様に、 $a_{-}=a_{-}(\varphi)$ が

あって、 $Q(\varphi_{a-})$ と $P(\varphi_{a-})$ に対し heteroclinic tangency の点が存在し、 $a<a_{-}$ ならばこれらの点

は消滅する。

$(\varphi_{a})_{a}$ が orientation preserving の場合 :
$a<a_{-}$ について考える。 $W^{u}(Q(\varphi_{a}))-\{Q(\varphi_{a})\}$ の右の separatrix は [-1, 1] $\cross\{0\}$ の近傍に

含まれていることが、容易に分かる。図の様に disc $D$ を取ると、 $\varphi_{a}$ が orientation preserving であ
ることから、 $\varphi_{a}(D)\subset D$ となる。Brouwer の不動点定理より、 $\varphi_{a}$ は $D$ の中に不動点をもつ。これは

$P(\varphi_{a})$ でなければならない。明かに、 $P(\varphi_{a})\in intD$ である。従って、 $W^{u}(P(\varphi_{a}))\subset D$ .
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$(\varphi_{a})_{a}$ が orientation reversing の場合 :

$a<a+$ について考える。このとき、 $W^{u}(P(\varphi_{a}))$ は $[$ -1, $1]\cross\{0\}$ の近傍に含まれる。図の様に disc
$D$ を取り、 $\varphi_{a}(D)\subset D$ を得る。

従って、次が成り立っ。

命題 22

H\’enon-like fam垣 $y(\varphi_{a})_{a}$ に対し、 $\Lambda=\overline{W^{u}(P(\varphi_{a}))}$ とおき、上の様に $a=2$ の近く の $\alpha_{-},$ $a_{+}$ を

定める。 $(\varphi_{a})_{a}$ が orientation preserving ならば、 $a<a_{-}$ に対し int $W^{s}(\Lambda)\neq\emptyset$ であり、 $(\varphi_{a})_{a}$ が

orientation reversing ならば、 $a<a_{+}$ に対し intW $(\Lambda)\neq\emptyset$ である。

さらに、 $P(\varphi_{a})$ の安定多様体もあわせて考えると、次が得られる。

命題 2.3
$(\varphi_{a})_{a}$ が orientation reversing ならば、 $a<a_{+}$ に対し $W^{s}(\Lambda)$ は A の近傍である。

\S 3 Critical point
定理 4(2) を示すために、 H\’enon-like family $(\varphi_{a})_{a}$ に対し 1次元写像 $Q_{a}(x)=1-ax^{2}$ の議論

を適用する。考える parameter $a$ の範囲は、 $a=2$ に近く、 $a<2$ かっ $a$ $<$ \alpha +(または $a<a_{-}$ )

であるとする。ここで、 $a+$ と $a_{-,-}$ は前節のものである。

1次元写像と同様に、 $\delta>0$ を十分小さく取って固定する。$b>0$ は必要に応じて十分小さいと考える。
$z_{1}\in W^{u}=W^{u}(P(\varphi_{a}))$ と $n\geq 0l^{arrow}\llcorner$対し、 $z_{n+1}=(x_{n+1}, y_{n+1})=\varphi_{a}^{n}(z_{1})$ とおく。また、

$w_{n}=w_{n}(z_{1})=D\varphi_{a}^{n}(z_{1})\cdot(1,0)$ とおく。

$D\varphi_{a}\doteqdot(\begin{array}{ll}-2ax 3fb\pm\sqrt{b} 0\end{array})$

より、 $|x_{n}|\geq\delta$ である限り、 $w_{n}$ はほとんど水平 (nearly horizontal) であり、

$|I^{w_{n}}||$ � $2a|x_{n}|\Vert w_{n-1}\downarrow|$
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となる。 $\nu>0$ が return (すなわち、 $|x_{\nu}|<\delta$ ) の場合を考えてみる。このとき、 $\varphi_{a}$ により”fold” が

領域 $\{|x|>\delta\}$ において、 $D\varphi_{a}$ は $y$ 軸方向に強い contraction の方向を持つ様に思える。そこで、 こ

の領域において contraction の方向 $e^{(\infty)}(z)$ ( $z$ における一つの単位ベクトル) があったとしてみる。
さらに、 $z$ が $W^{u}$ の fold’ の点であるとき、 $e^{(\infty)}(z)$ は $z$ における $W^{u}$ の接線に平行な単位ベクト
ルであるとする。 $w_{\nu+1}$ を水平なベクトル $\omega_{\nu+1}$ と $e^{(\infty)}(z_{\nu+1})$ に平行なベクトル $\sigma_{\nu+1}$ に分解する。

$w_{\nu+1}=\omega_{\nu+1}+\sigma_{\nu+1}$

$\sigma_{\nu+1}$ を $D\varphi_{a}$ で写していくと、急激に $0$ に収束していく。従って、 $w_{\nu+1}$ と $\omega_{\nu+1}$ を $D\varphi_{a}$ で何回か写し
てやると、ほぼ同じになる。そこで、 $\frac{\omega_{\nu+1}}{||w_{\nu+1}||}$ を評価したい。 この為に、 $z_{\nu+1}$ の近くで “critical point”
$\zeta_{0}=(\xi 0, \eta 0)\in W^{u\text{、}}|\xi 0|<\delta$ を取る。 ここで、 $\zeta_{0}$ が “critical point” であるとは、 $\varphi_{a}(\zeta_{0})$ が $W^{u}$

の “fold” の点のときをいう。 $z_{\nu}$ と如の関係は図の様であるとする。

すなわち、 $\gamma$ は $W^{u}$ の中の nearly flat な曲線であり、砺と $\gamma$ の距離 dist $(z_{\nu}, \gamma)$ は

(3.1) dist $(z_{\nu}, \gamma)\ll|z_{\nu}-\zeta_{0}|$

を満たすとする。このとき、 $w_{\nu}$ は $\gamma$ に接していると思うこと出来るので、 $D\varphi_{a}(\zeta_{0})\cdot w_{\nu}$ は $e^{(\infty)}(\varphi_{a}((0))$

にほぼ平行、従って、 $\sigma_{\nu+1}$ � $D\varphi_{a}((0)\cdot w_{\nu}$ となり

$||\omega_{\nu+1}||$ � $||D\varphi_{a}(z_{\nu})\cdot w_{\nu}-D\varphi_{a}(\zeta_{0})\cdot w_{\nu}||$

� $2a|z_{\nu}-\zeta_{0}|||w_{\nu}||$

$\cong|z_{\nu}-\zeta_{0}|||w_{\nu}||$
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このことから、 1次元写像 Q、と同様の議論が可能となり、 $||w_{n}||$ の増大を計算することが出来る。
上の筋書きで問題になるのは、 contraction の方向 $e^{(\infty)}(z$ の存在である。実際、 $e^{(\infty)}(z)$ の存在と

$||w_{\text{π}}||$ が指数的に増大することは、双対的な関係になっている。そこで、上の議論を、反復の回数 (以後、

時間と呼ぶ) $n$ に関する帰納法によって進める。

11 $wk$ が時間 n-l まで指数的に増大すると仮定して、contraction 方向の近似 (contractive $approx-$

imation ) $e^{(}$ 1) と critical $po$int の近似 (critic瓠 apprmation ) $z1^{n-1)}$ を構する. また、
Ieturn に対して (3.1) を満たす critical approximation の点 $\zeta 0$ を選びたいので、ある程度たくさんの
critical approximation の点を用意しなければならない。そこで、critical approximation の点の集合
$6_{n}$ を構成する。 この後、 1次元写像と同様の議論によって、 parameter a に関する条件 $(BA)$

、
$(FA)$

を仮定して、 11ω測が時間 $n$ まで指数的に増大することを証明する。
すべての時間 $n$ にわたって $(BA)$

、
$(FA)$ を満たす parameter a の集合 $E$ が Eebesgue 測度正

であることは、 1次元写像の場合と同様、’‘bounded distorsion‘’ を示すことにより得られる。ただし、
critical appr・虹mation の点 $z!^{n-1)}$ は $W^{u}=W^{u}(P@a)$ にしているので、 parameter a に依
存する. しかし、 $z!^{n-1)}$ : $aHZ!$ 1)

は or-・写像であり、微分は 11 $z!^{n-1)}11\leq b^{\text{τ}}$ であることが明

され、 1次元写像の場合と同じような議論ができる。 ここで τ $>0$ は、 critical approximation の点、
時間 $n$ 等に依存しない定数である。この証明において、H\’enon-like family (\varphi 、)、の高い微分可能性が必
要になる。

最後に、各 $a\in E$ に対し、$narrow\infty$ として $6_{n}$ の集積点を一っ取って $z_{0}$ とする。このとき、$z_{1}=\varphi_{a}(z_{0})$

は定理 4(2) の (ii) を満たしている。 $E$ の玉 ebesgue 測渡が正であることから、背瑠法により、(i) が
成り立つ parameter a の集合 $\subset E$ も lebesgue 測度正であることが証明される。
以下では、contractive $approximation$ 、 $cri$も ical approximation 、帰納法の構造をもう少し具体的
に説明する。 $E$ の Lebesgue 測度が正の証明は、 1次元写像 $Q_{a}$ の場合とほぼ同じなので、省酪する。

$\ovalbox{\tt\small REJECT} 4$ Contractive approximation

$\lambda$ を次の不等式を満たす実数とする。ここでは、 $\lambda\geq 1$ を仮定しないでおく。

$\lambda\geq(\frac{\delta}{10K})^{10}\ovalbox{\tt\small REJECT} b>0$

$\ovalbox{\tt\small REJECT}$

$z_{1}$ が時間 $n$ まで $\lambda$-expanding であるとは

$11^{w_{k}}(z_{1})11\geq\lambda^{k}$ $(1\leq\forall$た $\leq n)$

が成り立っときをいう。

$z_{1}$ における接平面の上の単位円 $S=$ や : 1回 $1=1$ } は、 $D\varphi az_{1}$ ) によって楕円 $S$ ’に写される。そこで
単位ベクトル $e^{\text{�}}\in S$ を、 $D\varphi a(e^{\text{�}})$ が楕円 $S$ ‘ の短軸にある様に取る。また、 $f^{\text{�}}\in S$ を $D\varphi a(f^{\text{�}})$

が楕円 $S$ ‘ の長軸にある様にとる。 このとき、 $e^{\text{�}}$ と $f^{\text{�}}$ は直交する。従って

$||D\varphi\ovalbox{\tt\small REJECT}(e^{(k)})\ovalbox{\tt\small REJECT}$
・ $||D\varphi\ovalbox{\tt\small REJECT}(f^{(k)})11=idetD\varphi\ovalbox{\tt\small REJECT} 1\leq(Kb)^{k}$.
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$z_{1}$ が時間 $n$ まで $\lambda$-expandhng であるとすると

$\ovalbox{\tt\small REJECT}^{(k)}$川 $\geq\lambda^{k}\ovalbox{\tt\small REJECT}^{D\varphi}a(e^{(\text{ん})})1i\leq($饗 $)^{k}$

ここで $0<\ovalbox{\tt\small REJECT}\ovalbox{\tt\small REJECT} 1$ に $\ovalbox{\tt\small REJECT}$する。

$z_{1}$ は時間 $n$ まで $\lambda$-expanding であるとする。 このとき、任意の $1\leq\mu\leq$ ゐ $\leq n$ に対し、次が成り

立っ。

(a) 陶」$e(e^{(\mu)}, e^{(k)})|\leq$ 響 $($饗 $)^{\mu}$

(b) $||D$ ) $e^{(k)}|$畷肇 $)^{\mu}$

もし $z_{1}$ が、すべての $n$ について、時間 $n$ まで $\lambda$-expanding であると仮定すると、補題 $4.1(a)$ から
$e^{(n)}$ はある単位ベクトル $e^{(\infty)}$ に収束し、 (b) から $e^{(\infty)}$ は $z_{1}$ における contraction の方向となる。

$\ovalbox{\tt\small REJECT}$

$z_{1}$ が時間 $n$ まで $\lambda$-expanding であるとき、上の $e^{(n)}(z_{1})=e^{(n)}$ を 21における $n$ 次の contractive
approximadon と呼ぶ。 $e^{(n)}(z_{1})$ は nearly $ver$も ical である。実際、 $y$ 軸と $e^{(n)}(z_{1})$ の角度は砺以
下である。

$\ovalbox{\tt\small REJECT}$

$z_{1}=\varphi_{a}(z_{0})\in W^{u}$ は時間 $n$ まで $\lambda$-expanding とし、 $e^{(n)}(z_{1})$ を $z_{1}$ における $n$ 次の contrac-
tive approximation とする。 $e^{(n)}(z_{1})$ が $z_{1}$ において $W^{u}$ に接しているとき、 zo を $n$ 次の critical
approximation と呼ぶ。

$\ovalbox{\tt\small REJECT}$

$z_{1}=\varphi_{a}(z_{0})$ は時間 $n$ まで $\lambda$-expanding であるとし、 $\sigma=$ $\ovalbox{\tt\small REJECT}$ とする。このとき、レ $0$
一 $\zeta 0|\leq\sigma$

となるすべての $\text{ζ_{}1}=\varphi_{a}(\zeta)$ に対し

$1\leq$ -�$1$ト $(1\leq\forall$ん $\leq n)$

$\ovalbox{\tt\small REJECT}$

$K_{0}=K_{0}(K, \lambda)>0$ が存在して

$||e^{(k)}1ic^{2}(a\leq K_{0}b$ $(1\leq\forall$ん $\leq n)$
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\S \mbox{\boldmath $\sigma$} ${}^{t}1_{V}^{9}*\hslash’|r’\backslash$ の $k\wedge$ の $\grave{V}\oint(k$

$/\backslash \sim 7$ メ ー $f-\{g$ $a\overline{\sim}2$ の重く $1_{\vee}^{\wedge}$ . 「$\underline{A}\ovalbox{\tt\small REJECT}$ $\Omega$

。
$\subset(1_{J}l)$ $*$

$s_{U}\gamma\Omega$ 。
$<$ $a_{t}$ $h3^{\{\}}$ は $s^{\mu}p\Omega_{b}<q_{-}$ ヒム @ $+^{I}\acute{a}I_{\vee}^{\backslash }b$ @

$\ell$’
\S $lT^{1}$

fl $f\backslash$

- 権 $t_{\sim_{J}}^{\backslash }9\lambda\infty$ 型不動点 戸 (監) の不安庭蓼糠体 $_{\sim}^{4-^{t\{}(P(r_{a}))}$

11 [$-1$ : $x$ $\{$ $\}$ d) )$L\{f^{1_{\vee}^{\sim}}1_{\hat{\sim^{\backslash }}}\not\simeq*’\iota l$ I3 $0$
$\not\in \mathfrak{k}_{\vee}\backslash$

$’\gamma_{\lambda}(l,\theta)--C^{1-}ax^{\bigwedge_{\prime}}a)$

$J1$ 不 $\rho p\not\in p_{?}\vdash_{*’}^{\iota}(*$ $w^{r}(P(\gamma_{a}))\approx$ $[[-a_{J}I]$ $\iota*$

$f^{\tau}\phi’\theta^{e\iota+t_{0\eta}}$

家 $*_{*’}^{\underline{1}}\iota_{\backslash \prime}^{\sim f}F4$ 込ま永 1 $|$ ) $3$ の候 局角不安定匁 $\#_{i’}\cdot$. $\phi k$ の $\prime X\sqrt{}\triangle$ の $\not\in$

$4k$性

1エ

の $P\neq’$ に $\prime_{\acute{F}}3$

。
$W^{R}$ の中で $P–p(\varphi_{\wedge})$ に $TR_{R},$

$t\llcorner k\mathfrak{l}1$ $W^{X}\cap\{X\simeq 0\}$

山 $g\backslash -\backslash$ $*$ $Z_{0}^{(0)}$ て. $*’\}_{7}$ {。 $Z_{\iota}^{(oJ}=f_{\alpha}\mathfrak{c}_{Z_{o}^{PJ})}/Z_{l}^{(0)}\underline{-}\varphi_{\iota\iota^{l}}(2_{l}^{(v})$ $\succeq$ よ$\cdot 1\downarrow\tau_{s}$

$Z_{\iota}^{(0\supset}tZ_{A}^{(0j}$ 奄煽 $\beta_{\backslash \backslash }t$ す 3 $W^{\prime x}m$ fl $m7Ak$ $G$
。

$\overline{\wedge}[z^{(\omega_{J}}1\epsilon_{a}^{(o_{J}}]i^{\backslash }$

$\not\in\prime bB$
。

$6\circ$ $\alpha\beta_{\iota\backslash \text{、}}d7$ $ $\forall$. $O$ で禽 3 $tt\iota\dot{?}$
。

$*\backslash$

$\grave{3}k$ $cdot\simeq>|$ $|\backslash _{-}\neq’\iota\llcorner\backslash$ $\sigma_{\epsilon}\wedge\sim$

$\zeta r_{a^{*}}(\sigma_{0})-\uparrow_{\alpha^{\not\in\triangleleft}}(6$

。
$)$ { $\tau$, 窒
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$c_{\tau_{l}}$ の $\dot{P_{\backslash }\backslash }$ の $ $0\backslash$ $t${ 参ぞあ 3 $C$ り $2\neg$

。

$r_{\lambda}^{\neg}/\sim a_{\backslash }6$

$r$ $\hslash$ $C^{\iota}(bJ- C$ UYVe $\tau^{\prime s}h3tt*\sim T|X*S$ 閏価又

$\#\simeq\forall(\wedge)\ovalbox{\tt\small REJECT} 7^{\backslash \backslash }\overline{7}7Z^{\backslash }$ 島り、 徳 $\nearrow_{\gamma}\downarrow_{\vee}^{\backslash }$ つ $1t$ て
$\backslash$

[ $\# 1,$ $|\ddot{9}|\leqq*f_{b}$ と $\prime_{K}s$

$i_{-}I$ 竃 1) $\overline{7}$

。

$s_{0}-\sim 5(2-a)>O$ $\mathcal{E}X\cdot\angle$

。
$6\circ$ 寡 $\{|\chi\downarrow\leq|-J_{\text{。}}\}$ $\iota\neq$

$C^{1}b$) $-$

$cov_{V}\mathfrak{e}$ $\iota$ ’ 喫 \gamma 窒、 $G_{0}\cap\{M\prec\approx\vdash 5^{\backslash }\}$ が関 $\ ^{\backslash }\#\wedge\sim$ ひ (X) $=9_{f}\zeta r,\pi$)

の $/\gamma^{\iota}$ ラ フ で $\hslash 3C$ $Bg$ $\backslash C\iota$

$|(q_{\{r}|1_{C^{l}(q,\chi)}$ $\leqq$ $c\iota ms\star\Gamma b<<*J_{b}^{-}$

$t\not\in 3_{b}$ a $\gamma_{\wedge}\sim.$ $n\geqq|iP^{\backslash \text{、}}$ \S $\acute{z}.\dot{s}*$. ナミ $t$ 雀 (丘走- $\mathcal{O}\backslash$ $underline{<\backslash }’\prime \mathfrak{n}I^{\underline{\wedge}}$ if し
$\sigma_{l}\cap\{k1Z\wedge\sim|-J_{\text{。}}\}$ ぱ $2^{g\dashv}4B\backslash$ の成貧 $h^{1}\}^{\backslash }\prime_{f}\uparrow$

、

$\prime t$承 \sim 吠 $\mathcal{O}\ovalbox{\tt\small REJECT}/\grave{n}$

|裏 $C^{\iota}CbJ\sim c\mu\gamma$ ve $t\prime_{X}3\theta$ \sim こ $\ovalbox{\tt\small REJECT}$ で
$J$

$m’\epsilon$ 大 $l<R3*\wedge\sim 1f,$ $b$

$>0\not\in$ 十参 ($|_{s}t$ くし $f_{L}tf$ A $\mathfrak{X}\prime_{f}1^{\backslash }\prime_{J}t$ )
。

$O<C_{\text{。}}<|_{\theta}\# 2$ 玄留促 $\# 30$ /‘焚 $t$) $*mathfrak{F}$より, $Z_{1}(0)_{\wedge}\sim r_{\alpha}\iota_{Z_{f}^{(0}\}}$

$1+P_{1}\backslash p_{e}\mathfrak{q}W-|$ $\neq$ で $e^{C}’\sim\epsilon\gamma pa\mathfrak{n}d_{1^{\prime y\iota\delta}}$

’

と $t_{\overline{k}}3t$

$\grave{\lambda}k$

.
$a_{\backslash }i$

、 { $\varphi_{o}-\sim f$

。
$(\zeta_{0_{j}}S)$ 冫 $0$ , $b_{\iota\overline{\sim}}b_{0}(c_{\iota_{J}}S)>O$ $tP^{\backslash }\{+\mathcal{F}\not\subset\llcorner$

て、 ひ $\in$ [ユーそ 6 , 久+Q , $0<b<b_{\theta}$ $\prime_{R}>\backslash d’$ . $\varphi_{\alpha}$ |ま $i’\tilde{\wedge}\iota$) $E\not\in t$ 毛 $\rho_{\theta}$

$Z_{\text{。}}|\sim_{-F^{\dagger}J}C$

‘
$(x_{\#_{l}}a_{l})=$ Zg $\wedge\sim\varphi_{\alpha}^{e_{(Z_{\theta})}}$

$(\ovalbox{\tt\small REJECT}\geq\triangleright$) $tX\backslash <‘$ [$.\chi$ a $|\geq s$

$|z\wedge\wedge\forall_{\xi}\prec=\eta$ $\star x>\backslash$ }$7_{\iota}^{\backslash }$
$Z_{1}\}_{\sim}^{\wedge}*\backslash$ け 3 $\not\in^{-}\backslash 4^{\underline{t,}}\eta\cdot 2\square |\triangleright T$ I $sl_{\circ}(1r)1_{\wedge}^{d\neq J_{b}}$

$Z\prime_{F}3$ $m$ $\iota\backslash _{\sim}4j$ し

$\otimes)$ $|sl_{0}p\epsilon$ $\triangleright(r_{\alpha}^{a_{G_{\iota})}}\cdot\prime V$ $[$ $<\wedge-*\Gamma,b$
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$||\mathfrak{h}\varphi_{a^{\ }}(z_{\iota})$ . $\eta\triangleright||$ $d\wedge\sim a|\lambda_{l}|$ $|1D\psi_{\alpha}^{f-t}\zeta Z_{1}$). $\nu||$

$(|_{=}^{Z}fi\forall\leq\prime n)$

(b) [$X_{0}[\underline{\prec\sim}$ \S または 沖 t\sim l $\prec\simeq s\star_{X}\grave{s}’\tau^{*}$

、

$7tC_{\theta}$

$||Q(\ell a^{\eta}(Z_{1})\cdot\varphi||$ $\geq$ $e$

ut , て、 $\S 4\dot{\not\subset}^{\backslash }E$ 九よう $|_{\vee}^{-}c$
$2_{1}^{(0)}|_{\backslash }^{\sim}$ よ、 $I\dagger 3$

$*\backslash \prime J\mathcal{O}$)$\ell\neg.$

$cr_{I}’rca|opraxina\mathfrak{t}\iota’a\eta$

$e^{\alpha(\text{幻}}(z_{1}^{t0)})$ $(|_{\approx}^{Z}\nu_{R\underline{\backslash }<}\cup-\mathfrak{l})$
$\wp^{\backslash }\not\in a_{\backslash }\#_{\sim}*J$

。

1
$Q_{t}^{-}$ $=$

$[ok^{\iota}$

之 $R\backslash *\backslash$ , $\Gamma\backslash \sim$ $\sigma_{\downarrow}^{-N\dashv}t\delta 3$

。
$\grave{X}\hslash_{k^{\S_{\backslash }}}^{a}+.2\eta_{\grave{S}_{l}}^{\tau}$ $|x|<\sigma$. と $t_{\tau 3}g\underline{\sim}$ ど $(,C)=$

$c_{\lambda},$ $a\alpha$)) $c-6_{0}$ $|_{\vee}^{\backslash }\grave{\mathcal{F}}\backslash \dagger\llcorner$ ($r_{a}(ZC^{g()})$ は $-|$ a で $6\swarrow\Gamma^{adi\mathfrak{n}}\nu\iota\theta\cdot\not\subset^{\backslash \backslash }*g$

。

$|<\simeq\epsilon\leqq W-t$ $LL\backslash$ $e^{\otimes}((f_{\lambda}(Z(w))\not\in \varphi_{A}(\not\in(X))[_{\sim}\wedge\delta^{1}r\gamma g*\nearrow{}^{t}\overline{A}\beta)cr|b’caI$

$\alpha p\dot{p}rcxim\alpha+(\eta’$ $L\tau 3$
。

$t^{v_{(\lambda)}}c\sim \mathbb{R}$
$\not\in$ $(l^{\emptyset_{(X),}}\iota)$

$\star^{\supset^{\backslash \backslash }}d_{Cr_{4}(8(D))}^{l)}$

$|-\sim\mp\backslash /\Gamma_{7}1_{\backslash }^{\backslash \prime_{*}}3\mu_{R^{1\approx}}k3$ . $C\gamma|\uparrow\dot{t}Ct\backslash 1a_{PP^{raxir\iota\alpha f_{l0\eta}^{\tau}}}$ $|gmear1\gamma\nu e\gamma+i\iota\iota l$

で $h3b^{1}\grave{S}$
、

$(S$
、

$\iota)$
$|$ $\beta^{(\text{即_{}(tJ}}|$ $\preceq-\Gamma b$

$X\dagger_{\vee}-\grave{P}\hslash \mathfrak{F}_{\backslash }\dotplus 3$ 上 $\mathfrak{h}$

$(b^{\backslash }$

、
$l)$ $|$

.
)

$(\lambda)|$ $\leq_{\sim}2kk_{0}\Gamma b$

(
$\ell_{a}(\neq(\lambda))$ に叡け $gW^{\aleph}\int\Omega$ 接緯の穴向鷹 (亡 09, 工) $tX$ ,〈と

$A(8(J|))$ $+$ $\beta(z\alpha_{J})$

び

$(\chi)$

$\epsilon o()$ —-
$C(e\mathfrak{c}w)$ $+$ $D(z\mathfrak{c}_{X}))$ $\acute{l}^{(>1)}$
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こ $\approx\tau^{J}$ $(^{A_{c}}Bp)--p\varphi_{a}$ . $\backslash _{\vee}*$ より

(5 $\cdot$ 3) [ $\dot{\xi}$� $|$

$\geq\sim\frac{1}{k\sqrt{b}}$

$Z(0)-\sim(0\#\zeta_{0)})\tau\hslash lA^{1}$ $>\backslash$ . $9A^{\backslash }>$ も ‘ $)_{\sim}^{\wedge}$

$(5$
、

$4)$ $|t(e)|$ $<\underline{\wedge}2.k^{2}$

$\underline{\vdash}$ 家 $(5_{1}|)\sim(5$
、
$4)$ 孤 $t_{)}$

$|\mathfrak{t}(0)-$ $\lambda^{(1)}(0)|$ $\leqq 3k^{\text{之}}$

$|\dot{\{}(0)-\^{(1)}(0)|$ $\geqq\frac{1}{2.1<J_{\overline{b}}}$

し $>0$ $k$ 十今,}、仁 ‘\sim $h’ b$ $X^{l/)}\in(-\sigma_{2}^{-}0^{-})\phi^{>}$ たち-2J\mp - $t\underline{arrow}L$で

$+(X^{t/)})$ $=$
$*^{C/)}(X^{t/)})$

$\backslash \sim\sim\backslash \dot{\tau}$ $|9C^{b)}|\leq\wedge 6k^{3}f_{b}$ $t$ fa @ 。

$z_{0}^{(I)}=(x_{I}^{\iota)}\#(X^{l\supset}))$ と

$*$ $<_{1\prime}$ $+ A\sim\theta^{\backslash }\oint]^{\tau}>$

、 {$r(Z_{Q}^{l^{1)}})k$ $|\rangle_{A}^{\neg}\mathcal{O}1$ $cvi+|c\alpha|$ at$r^{\mathfrak{w}\cross\acute{m}\tau^{r}Ho’\nu\iota}$
$\iota t_{aS}$ .

$7^{\text{、}}S_{k\sim}’\cdot(w$ 激 $\mathfrak{h}$

$|f^{f^{2)}}(x^{(/)})-7^{\mu)}\iota(X^{l/)}\rangle$
$|$ $<\approx 3k^{l}$ $b$

$(9^{\chi}$
、

$)1(\sigma_{\backslash };$ 上 $\mathfrak{h}$

$|$ 七 $(x^{(1)})-$ ?) $(\text{叉^{}f’)})|\underline{<\wedge}3k^{\iota}b$

$|\dot{t}(x)$ $\dot{k}^{\mathfrak{c}’)}$ (幻 $|$ $\geq\sim\sim\iota 1^{1}<j_{\overline{b}}$

よ, 7. $\chi^{g)}Carrow(\sim\Gamma, 0^{-})\prime h^{3^{-}}t\underline{\wedge}h_{\vee}^{\text{、}\backslash }-9X\star$ 在じ\mbox{\boldmath $\tau$}

七 $(\chi^{Q)})$ $=$ $\pi^{Q)}(X^{\beta)})$

匙 $\backslash \backslash$ 「ご $|x^{Ca)}-0c^{\zeta\iota)}|$ $\leq_{\sim}\mathcal{E}|<3|<\Gamma b$

茎 $o(l)\wedge\sim$ (, $X^{Q)}$ , a $(X^{O)})$ ) $\_{C}x,$ $<$
。

之 $*\iota$ If $2^{1;_{\lambda}},’\phi$) $cri\dagger ica1qr\rho ro\cross IwAarrow$

札 ‘ $\lambda$ て $\hslash 3$
。
以下 月$\neq\llcorner\neq’$ に $tarrow(. \bigwedge_{\sim} |\preceq a\leqq k)-\downarrow$ $\downarrow_{\sim}^{\backslash }\# 3L$
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$Z_{\delta}^{G^{j}}$ $\approx(X\mathfrak{t}v \#(x^{\omega}))$ , $X\Theta\in(rightarrow T_{J}\Gamma)$ $4^{3^{\neg}}t\underline{\wedge}\star_{\vee}-$ つ $J_{*}*$ して.

七 $/^{\prime P}A$ t) $CY\dot{\iota}T|Ci\iota|$
$apP^{r\alpha x;}$ mat} on と $t_{x2}$ . a $f_{\sim c}$

$|z_{0}^{(t+\iota)}-$ $z_{o}^{\not\in J}|$
$<arrow-$ $\downarrow 0\Gamma b$

$k^{\#\uparrow 2}b^{P}\prec=$ $(kb)^{\#}$

$\ovalbox{\tt\small REJECT}^{\backslash }\lambda L-C^{\backslash }$

, $N-\mathfrak{l}$ $*T^{\backslash }\triangleleft$)\rangle $\overline{A}*\lambda\phi$) $C\gamma|)_{I’ca}|a\rho P^{roYi\mathfrak{m}a\}_{\acute{l}\theta^{\eta}}}\eta)^{\backslash }G_{0}\alpha\Phi 0$
)

a $\Phi^{\mathfrak{g}}\vdash_{\sim}h$ 火 $\overline{\#}\tau|_{\vee}^{\wedge}$ $*\nu^{\text{、}}+\sim$ 航曳
$Q$

$/\backslash K|_{\sim}^{\wedge}$

、 a $T^{\backslash }|_{\vee}^{\wedge}hs$ $cr|\dagger’1\zeta \mathfrak{g}|opp^{\gamma_{0}}x|ma\dagger’\iota$ on $’\iota\supset\grave{3}$
$J$)、$F_{\vee}\Phi cr_{I}’t|c\alpha \mathfrak{l}CrP^{roxi\sim}$

$\varphi\iota\alpha\dagger iuv\tau\not\in*\grave{*}*\}k\backslash 6171$レゴ ‘ $\iota$) $\lambda^{-}4A,$ $8P_{\sim}’$){ $\downarrow T$ Aぺ ‘ 3 。

$0<C<$ 欧。 と 43 $C$ 吃因史中 3 。

$\overline{)}[\triangleright 2^{\backslash \backslash }|$) $X^{\backslash \backslash }AA$ $\zeta$ $R$ $W^{X}\theta$) $\phi$ at $C^{l}(b)-CU\Gamma V\rho-\iota^{\eta}$ . $z_{0}^{\phi}\in-|$
)

$\delta^{-}$

$l\triangleleft 3$ . $z_{\iota}^{\phi-\iota J}arrow\sim$ ($f_{\alpha}(z_{o}^{\mathfrak{g}\tau- t)})$ $\iota*$ I5R$ $r\gamma t$ $*\dot{T}$
$e^{c_{-}}$ exra $n|’rt$

で狐 $\eta$

$

$Zo^{\phi- 1)}\mathfrak{l}\#$
$\prime \mathfrak{n}-/$ /天の び $i\dagger^{1}t(4$ [ $orr^{roX\dot{I}y_{\Delta A}}$十 (0l \mbox{\boldmath $\tau$}‘‘左 $\theta’\tau\delta S_{\delta}$

$*\sim\backslash \backslash$
$\ulcorner_{\vee}$ . $\zeta\sigma$) $\overline{\hslash}^{\iota},’\Psi ml\backslash g_{\backslash \backslash }|\#_{J}$

$z_{0}^{(n- 1)}i_{1>}$ $U_{t}^{-\mathfrak{n}}0$) $q_{\nu E_{\iota a}^{\delta}P\iota}I^{\wedge}\sim\hslash 3\backslash C\sqrt E’ki$

3, $\backslash \sim$ 小と $*\sim$ . $\grave{\pi}f^{\backslash }en5$ 斗. 1 叡 $\eta$ . $r$ の誘寡\iota ‘ て 61 $\#\backslash \backslash \backslash ZR\Re R7\gamma L$

$*\tau^{-}$ ex $r^{ad_{I^{V1}}’}\eta\theta$. で $\hslash \mathfrak{h}t$ $\varphi_{\alpha}\not\subset$) [ $\wedge\sim*\backslash |\dagger 3$
$\gamma tf_{A6)}$ $cor+r\alpha c+$} $\psi e$

$\alpha\rho p$ ro $\langle im\iota a\uparrow\acute{1}0\eta$ $e^{t\wedge)}((f_{a}C\not\in))$ $i_{i^{2^{\neg}}}\not\subset\not\in\lambda o$
$L\overline{\iota}A\backslash t^{\vee}\#_{arrow}\lrcorner;x_{\backslash }^{1}-4\cdot t^{\tau}$

$b\backslash$ . $\mathfrak{R}\nearrow^{1}\lambda$ $0$
$cr_{|\uparrow|_{\mathfrak{c}A}^{-}|}o_{1}proX\dot{t}m\alpha\{l’0\gamma\iota$ $Z_{0’}^{(\mathfrak{n})}\in$ $b^{\nearrow}$ $i_{J^{>}}\backslash f+f_{L}LT$

$|z_{o}^{(YIj}$ $-\cdot$ $Z_{0}^{C’n-\iota)}|$ $\angle=$ $(kb)^{n}$ $(\underline{\wedge}<$
$\sigma_{\iota}^{-\backslash }$ )

$\mathfrak{r}\prime_{X}3$

‘

$\square$

$\neg))\triangleright 2^{r_{1}})X\angle_{\dagger}\beta$ $r$ $J\overline{l^{-}}$ $*$ $w^{\eta}$ a $\phi t^{\gamma}$ $C^{l}(b)-CUrVe\succeq \mathcal{T}2_{o}$

$|X-\chi_{0}\downarrow$ $\leqq J$ と参 3 $0C$ $|_{\vee}^{\wedge\#}\llcorner$

)

$|r\sigma$) $\epsilon_{-}$ は $z\alpha$) $\overline{\sim}$ $(\chi_{j}yc_{XJ})$ で

$\#b\backslash _{\backslash ’}*$ $\overline{b^{-}}t$) $a\succ 1’t$
$\overline{\in}(\lambda)=(q_{j}\overline{\#}\zeta\alpha))$ で $\not\leq$り河 $*\iota 7||3$ とず $3_{b}$
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$Z_{o}=Z(X,)$ $\in r_{J}$ $\tau$

。
$=$ $\overline{\Xi}(X_{O})\in\overline{\delta^{\wedge}}$ $Ci\cdot<$ 。)又 fl $l5$ I $d62$

$B3$ \yen $4B\not\in\tau 3$ .
$b1$ $\xi_{\iota}-\sim$ $\varphi_{\alpha}(f_{0})$ $\mathfrak{l}*\beta:P_{B}7$ $\gamma($ $R\zeta^{\vee}$ $eC_{rightarrow}Q\nearrow p^{qnd_{Iv\iota}’}r$

で c $b^{}$) $f_{\text{。}}$ は り n 》戻の $cr_{\dot{|}}t|ca1$
$a_{fP^{\Gamma 0\chi_{|m\alpha\dagger\iota’on}’}}z^{\tau}\# 3\epsilon$

$\iota r$

13 $2_{-}$ . $d$ $:=$ $|Z_{0}-S_{0}|$ $\underline{<}$
$\frac{0_{\overline{\iota}}}{|0oK^{3}}$

$\backslash \backslash 6\rangle\backslash C*\sim/$ $\pi^{\text{、}}\hslash e\not\in 4$. $\iota\lambda^{\backslash }>\backslash$ 乙、 $\wedge\sim c\ell_{\wedge}(Z_{\text{。}})$ $I*B\backslash 7^{p_{R}}5$ 家 $\neq T^{\backslash \prime}$

セメ $r^{\alpha^{l}r\iota d}\acute{m}\ tt_{\acute{r}}3b$

63. $J$ $\geqq$ $x_{\mathcal{O}O}$ $k^{3}\Gamma_{d}$

$\backslash \sim\sigma)4R\not\in$ A $\mathfrak{h}$ . 1で $A^{\eta^{c}}\backslash \cdot t_{\wedge}\wedge\sim 1R^{1}\vee-\cdot f\hat{m}\lambda^{\backslash \backslash }a$用で $t$ . 舶汐 の

$cri\uparrow_{1\mathbb{C}t}’|$ aprr $0\cross 1^{}mA\star\prime 0\eta$ $z_{0^{(\triangleleft)}}\wedge\sim$ $(\alpha^{(w}J\psi(x^{\omega}))$ $\in$ $r\prime t^{3}$

為左し.

[ $x^{\omega_{-}}\chi_{o}|$ $\leq\sim\theta ok^{3}\sqrt{d}$ ざ $\frac{4}{\not\simeq}$

が暖り $+_{A-}$ )
$n$

$\square$

$1\underline{<\sim}\xi\leq\sim N-1$
$|_{\vee\neq^{\text{、}}\theta\llcorner}^{\backslash }\iota$ $z_{o}^{\varphi)}C\sim 6_{0}\cap\lambda M\mathfrak{l}<\mathfrak{l}-\lambda_{\text{。}}$ } $E$ よ $\tau^{\tau}b^{\Delta}\grave{*}$

$Lf_{\vee}-$ $\backslash R|/R\ell$) $Cti+’\iota ca1$
$a\gamma pro\cross\iota’\langle v\iota\alpha\dagger^{1}\iota 0\nu\backslash$ $kb\backslash$ $\overline{Y}=6_{0}\cap i\beta tI\not\in_{\sim}|-S,$ $\}$

$\Gamma\simeq \mathfrak{g}_{\iota}\cap\int b$火 $\leq_{\sim}1-S_{0}$ } $t$ 末, $<_{\theta}$ $\backslash \iota_{C_{\sim}}\backslash \Phi*,$

$\backslash \zeta$

。
$arrow\sim z_{0^{\otimes}}\in\overline{r}$

$\iota_{\sim}^{-}$

対し、� $01\neg J\downarrow\triangleright\supset$ $|$) $X^{\backslash \backslash }4B$ の伍 (\yen \llcorner $\hslash^{\backslash }’\eta_{T^{\backslash }}\backslash$ て戒り立 7 $Q$
艇っ て

$\tau\zeta/\triangleleft\wedge 6)$ $cri*\acute{1}Ca|$
$\alpha_{PP^{Y6\cross iWtaf’\iota}}\cdot$

’
OM $W_{0^{\otimes}}\in$ $\partial^{-}$ $i^{y}ffi\#^{\backslash }-$}$4\iota\sim 3_{\delta}$

$1_{\hat{7}}^{\backslash }$

、 a $<_{\approx} \ltimes\int-$ [ $|_{\overline{\backslash }}\succ r$ し 4 $/^{\backslash }\tilde{A}\emptyset$ $cr|t1c\alpha$ { $se\#$ $Y\backslash a$ \yen

$\zeta_{*}$. $–$
$\lambda z^{\bigotimes_{o}\sim 0}J$ $tJ_{o}\not\in-\iota y\}$

で庭蓋電各.
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$\sigma 6$ $’)^{3}Ag\backslash 01\star_{r_{J}^{1\underline{4_{9}}}}^{*}$

$’\gamma\backslash \geq_{\sim}N$ $t$ L. 亀 $|<\simeq$ 盆 $\leq’\eta-|$ に $A$] し -&\, 疋の $crit’|ca|Jt\mathcal{X}$

$\backslash C_{l}$ $\#^{-}\dot{\not\in}$ \yen 1東て $|$ ) $3b$ \dagger $s_{\sigma}$ 以丁で ‘ $\not\subset\backslash ’\eta^{\backslash \}3$ $t_{\Gamma x}\tau_{k^{\neg}}^{L}\perp\sim\eta$ $\oint J$

& $(|\leqq/\forall g\leq--ry\backslash --\mathfrak{l})-$ }$\approx J^{1}$せ し { $B\sim\backslash f$
. 翫て ( $|Z$

。

{ $B_{\llcorner}\tau 1$ $f_{a}$ $\mathfrak{l}\neq$ $\sim R-|$ $\nearrow\backslash \overline{\wedge}6$) $c\tau|+|CA|$
$a_{PP^{\Gamma OX}}|v\iota a+\acute{|}\ell r$

$i_{1’\grave{b}}$

$W^{\text{、}}2P\doteqdot/_{\hat{R}^{\backslash }}Z^{\backslash }$

$/$

$z$ $z_{\delta}^{(fiarrow 1)}C-t_{4}$ $\sigma$) $\^{erera+\iota{}^{t}\iota\eta}$ $\leqq$ e-g で

$h2$ 。
$\neg\sim$ こで

$\Theta$ $–$ $\Theta(_{\vee}b)--$
$\frac{l^{O0}\cdot 3^{r}\cdot k}{\downarrow\theta\ovalbox{\tt\small REJECT}^{\frac{t}{b}}}$

$\tau\backslash \grave{b}r_{\sim}$ $z_{1}^{\not\inrightarrow 1)}=$ $\varphi_{\wedge}(z_{\text{。}}^{t^{5}R\dashv)})$
$\iota\tau$ $R^{x_{q}}R7$ $ a $C$ $e^{C}\prime d_{\theta}$

$-c^{\backslash \backslash }\hslash 3$ . $\square$

{ $B$ $\lambda$ $Z_{\text{。^{}(R\prec)}}C$
$V_{\{}$ とし $\tau$ の $\^{erer\cdot\alpha+\iota’\sigma \mathfrak{n}}\not\in$ $0\leq$ a $\leqq\theta e$

$L\delta 3\iota$ $C^{\iota}(b)_{\sim}CUYVe$ $r\approx$ $r(z_{\delta}^{\not\in_{J}}1)p^{\theta k})$ $\text{が^{}arrow}P+R_{-\llcorner,}$

よ $\alpha \mathfrak{F}\#\#g_{\iota\backslash }$ $C$
$z_{o}^{(g_{\lrcorner j}}\backslash _{C}$ の $ffi_{R}^{\star\#}$ $\int$す $t*7^{\aleph}$れ $\beta^{\theta fl}T^{\neg}$浜 $\mathfrak{h}$ .

と欧 $\sigma_{a}$ . $\backslash \sim\sim\sim$ で’

$P–(\frac{\lambda\circ}{k})^{i}T_{1}$ $\lambda_{\theta}\overline{\sim}(\frac{S}{2})^{\tau}$
$6_{2}^{\backslash }.- arrow\frac{(\frac{\lambda_{0}}{\ltimes})^{F}}{I\mathcal{O}|\prec l}$

$+_{\backslash }\grave{b}1_{\vee}^{-}$ $a\geqq|\star_{\lambda}\grave{S}|t^{\backslash },$ $\Gamma_{\theta}=\psi_{Q}^{\vdash*}(\delta)$ 欧襖 $1^{\cap}i\ltimes t\preceq-\downarrow-S_{b}$}
でa $\mathfrak{h}$ . $r_{o}$ $^{\sim_{\sim}}\not\in\tau 3\eta’7|\backslash |V$ )承 $(\Gamma_{\alpha^{*\dashv}}T^{\nu}$

$ex_{P^{a^{l}v)}}Ai@$ . $\square$

$\not\in \mathcal{R}c_{7’}\wedge 2$. よ $\mathfrak{h}$ ,
$r(z_{o_{J}}^{\varphi_{\eta)}}\mp^{1_{\backslash }}\rho^{\theta\epsilon})$ $\cap 4\overline{\sim}$ $\{z_{o}^{e\neg J}f$ $\iota_{C}\prime_{g}3$

。

$\text{蜘_{}\sigma}$ て 盗 の元んの $*\theta$ $fX$

(6 $t$ 1) $\#$ $f_{\ }$ $\angle=$ ? $( \frac{t<}{p})^{eR}$
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$\ulcorner_{*}7\sim$ 「$i$ 零 $0\wedge)^{\sim}\Re p_{l}\mathfrak{q}P\not\geq$ で” $r_{a}|\approx b_{1\mathfrak{n}}d-\sim r\sqrt{}\dot{\backslash }3$ と $IA_{\iota}$

$\epsilon_{b}\wedge\sim$

$Z^{(\#\prec)}$
$C\sim$ $\ \# P\succ t\not\subset L-\zeta$

$(bC\perp)$ $|\S_{\text{ト}}-Z_{\dot{b}}|$
$\preceq_{-}k$

食
$e^{-p\#}\sim$ $|\leq^{\nu_{*}}\underline{<\neg}P$

$\sim\backslash \approx$ で $\rho$ 冫 $0$
$\mathfrak{l}\neq+/\backslash 71$ 本文い $X$ $\llcorner$

$k_{R}$ $\overline{\sim}$ 3
$- \frac{l}{\acute{Z}}\dashv\lrcorner$

$(e^{\beta}\tau_{1})^{\llcorner}C\sim$ $(1_{j}3$ )
$\iota\overline{\sim}\downarrow$

$\not\in t_{\sim}$
$\nabla^{\text{ミ}}R$

$\circ$) $Z\bigwedge_{arrow}$ }$*$ \S \vee に. 1 $0$ 1示 & $|_{\sim}^{\sim}b_{I\cap}’d\dagger\sim’*3$ と $\iota_{\mathfrak{l}}+$

ゆ

$B^{\Gamma\gamma_{rightarrow}}A^{7})$ $\xi_{0}$
$/1^{3^{\wedge}}$ 4 化 $b_{\acute{|}r\iota}d\dagger\vee$ 繊て 11 @ $\mathcal{F}*\grave{b}R^{V}$

,
$\xi_{\iota}\wedge\sim\varphi_{A}(\sigma_{t})$

は甫蘭 fi まで C- $ex$架 $rd_{\grave{1}\Lambda}*\tau^{\vee}\ovalbox{\tt\small REJECT}$ @ 。

$\square$

$r_{\iota}1\approx b_{1’\llcorner}vA+\backslash$獣て $|$ ) $l \frac{\vdash}{-}\sim$ ば, $e_{t\sim t^{1_{\sim}^{\backslash }}}$ も $b_{I’v}d$ 寸

$d\iota’C[130$
$\square$

\S $\ell$. $\downarrow$

$r_{\backslash }$ の構証.
$\backslash t_{\nu\iota\neg}$ ,fl) $\grave{3}$

$\mathfrak{n}\nearrow^{\backslash })_{\backslash }C$) $cri+|’\mathfrak{c}\iota 1sd$ $e_{\backslash }$ $g\nearrow\overline{A}\backslash t$) $a^{\vee}|\cap\simrightarrow_{\sim}k’i3\delta$

$\ovalbox{\tt\small REJECT}$長 1足 1 $k^{\gamma}$) $z_{b}^{(!\mathfrak{n}-2)}C\sim e_{\eta\eta}|_{\sim}^{\wedge}\lambda$書し, $Z_{t}^{\phiarrow\chi)}\vee\approx$ 艦 $(z_{4}^{\mu- t)})$

$t*$ 麟謄� $!\mathfrak{n}arrow|$ 求 $\tau^{\grave{\prime}}$
$e^{c}arrow expav\backslash d_{\iota v\iota}’\theta$. で物 3. a $\beta\sim$ . $\not\in E\not\in 2$

$k\mathfrak{h}$ $*k$ $z_{0}^{(\mathfrak{n}-1)}C$) $a^{e\mathfrak{n}er\alpha+\downarrow 0V}$

、

$\succeq\tau 2X$
、

$C^{1}(b)arrow C$ [) $rV$ a
と $(z_{0}^{6- v}, \rho^{\theta(\mathfrak{n}-\iota)})$ $c$ 襖み か y $hB_{-}33_{o}$ $z_{0}^{b-\iota)}1_{\sim}^{\wedge}$ 3 $F$ の

$’)$ [ $\triangleright\iota^{w}\iota$) $\gamma$ A A $*$ $\ovalbox{\tt\small REJECT} RL$ , $\prime \mathfrak{n}-\iota$ $/$
)

$\tilde{A}0^{\backslash }$) $cr|+|c\alpha|$ $a\gamma r^{TOX|mn\dagger l’\prime\eta}$

$g_{o}^{Q_{\sim 0}}$ $e\delta^{-}(x_{0}^{\{n-2)}$ ,
$\rho\theta tm\dashv$)) $*4\not\in 30$ $\backslash \backslash$ � $L*_{\sim}$

$(6.2)$ $\backslash \sigma_{\text{。}}^{\beta\iota- 1)}-$ $z_{b}^{\Phi-2J}|$ $\prec\wedge-$
$(kb)^{\mathfrak{n}-1}\ell$ $\ll\overline{\sim}\tau_{\overline{\iota}}^{\mathfrak{n}-1}$

$Lr_{k}zo$ $r_{\eta}^{/}--$ $\lambda t_{0}^{(m-\iota j}$ $2_{0}^{(\mathfrak{n}-9}\in C_{n\dashv}\}$ $C*,$ $<$
。
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$/\backslash K\mathfrak{l}_{\sim}^{\wedge}$ , $x$ $sigma_{o}^{O- 1J}C-C_{r^{/}}$ $I_{\vee}^{\sim}$ \S $3^{\sim}d\rceil$

$\neg$

) $l\triangleright 1^{t}t$ ) $X^{1\uparrow}4$ $B$ \yen $\underline{\backslash ^{\star}\varpi}$

用鴫 3 ( $p\star_{\gamma}$ 甲でき $\not\in||\hslash^{J}\approx A$ は $arrow\sim*t/i_{\overline{7}}$ わな $| \int$ ) : $\theta Cn\dashv$) $<$ 呂

$\underline{\angle\wedge}\Theta^{\gamma 1}$ $C $L$ , $\overline{\iota-}\not\in$

$G_{k}$ の $C^{i}(b3arrow cvrve\succeq$ 句 $3_{0}$
$\overline{r}$ と

r- $\wedge\sim$ $(S_{b}^{\phi-tj}, P^{\triangleright vt})$ $I$ \ddagger $\overline{)}|\mathcal{V}2^{u}1$ ) $\lambda^{r}$ A $B$ $\eta 4R\not\in T|_{\hslash}^{*}\hslash_{\sim}LT^{||}T$

$d_{13}+(\sigma_{o}^{\phi- 1j} ’ \overline{\tau})$
$\leq\sim$

$b^{\frac{1}{Ao}\theta}\leq$ $b^{\frac{1}{2_{O}}}\theta C\prime n\tau 2\leq\sim\tau_{I}^{\prime \mathfrak{n}\dashv}$

$T$ あ 3 $\backslash c3\lambda_{o}$ $\sim\backslash \theta t\neq\sim$

’

$\neg$

) |レゴリズ’’ $\angle\dagger$

$BI_{\sim}^{\backslash }$ よ 3 $T$ . 家 $-|\sqrt{}\check{A}\backslash$

$\sigma)$

$CY_{1}$ \dagger $\iota C$ A
$[$

$apP^{r_{\theta}\chi;_{\gamma\nu t\rho(}+/0^{\prime\backslash }}$

$z_{\text{。}}^{\Phi\backslash )}c-\overline{r}$ $\hslash^{3^{\vee}}\neq*$ $I*$ .
$(i\backslash 3)$

$|z_{0}^{\phi-1)}-$ $s_{0}^{(\iota-\iota)}$ [ $<_{\sim}\wedge$

$b^{\frac{1}{sv}}$ $ $\cdot$

$\leq$

$b^{\frac{1}{- S^{Q}}}\theta C’\mathfrak{n}-|$
)

$<\approx\tau_{I}^{\prime\nu\iota-1}$

$\vee h^{\neg}$ 様り $+_{\perp}9$
。

$e_{0}^{\prime_{1}}=$ A $z_{0}^{f^{t-1j}}$. ${}^{t}\zeta_{0}^{t^{\prime \mathfrak{n}-Ij}}\in C’$ } と末 c $<_{0}$

帆玖の $c\nu_{t+}tCt’|$ $S\triangleleft \mathscr{J}$
$\not\in$ $Y_{\wedge}$ $\underline{\wedge}$

$\Psi_{\wedge}^{J}$ $Ua”|_{\sim}^{\wedge}$ 勘 $\mu*\ovalbox{\tt\small REJECT}\cdotrightarrow\partial 2$

。

$(6_{\iota}\perp)t(\zeta_{\iota})JA]$ , 81 $P_{6}\mathfrak{q}(\mathfrak{n}I_{-}^{-}$ 水・ $11T$ (瓦偵 L 4 $i_{l^{)^{\urcorner}}}’\#$ り立 $p$
。

$*\}_{\backslash }\neg$ {痘定�ヒイ長定 $l\sigma$) 栴半 hゝ城立寸 3, \iota 髪って. $4_{7}A$

$h$ 七�日釣 $1\cdot\ddagger\prime B\ovalbox{\tt\small REJECT}$ Pfi $cn$ に $*_{\text{、}11^{-}\zeta}$ . $4$「 $\not\in 3\not\in\overline{x}i$ こと

で ‘ 畝 3‘ $\backslash c$ �為 $\ulcorner_{\sim}$ . 1塚 $\ovalbox{\tt\small REJECT}$ 早像 $Cn^{\wedge+}\backslash *^{\underline{\prime}}\iota\backslash$ $6A$) と $(FA2$

\yen {rr定 方 $\#$ ) $\varphi_{\tau}^{g}$ rがあ 3 。

5 $\mathcal{E}_{\backslash }z$

$re\cdot\dagger ur\mathfrak{n}$

,
$b\backslash \downarrow\vee d_{\iota\sim}’*r^{0\dot{\nu}\forall\iota\star}$ . $b_{\acute{1}b}J_{1’}\prime n_{b}r^{r\iota 0d}$ ,

$|\underline{\leq}B\underline{<\wedge}\prime n-|$ $\iota_{C}*3t$ $f_{z}$ $Z_{0}\in$ $\beta_{\backslash g}$
$\_{\zeta}$ $6iR$? $\leq\#$ $t_{\sim}^{\wedge}$

架 $\llcorner,$ $|^{-}e+uv^{-\eta}$ , 』融等 $P^{0d}\backslash$ ,
$’$

$b_{i\sim}d_{\dot{\mathfrak{P}}}P^{fr_{\iota’0}d}h^{1^{\backslash }}\not\in t\acute{g}\underline{d}$

盛 -
$\langle$ $t\iota 3\mathfrak{r}\mathfrak{F}3_{\iota}$

\yen。が $f_{q}$ 卜 $b_{|v_{1}}d- r\backslash$ 水 $- \mathfrak{c}\downarrow$ ) $2\#rightarrow\grave{s}$ ぱ, 定名 功
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$Z_{b}\sim-$ 箇。
$e-\backslash$)

$c-f_{A}$ $;_{i^{3^{arrow}}}F\div\prime k$ して $(8 C1)$ $\theta^{7^{-}}$ 廠 $+_{\perp}\not\supset 2_{\delta}$ -t-\sim て ‘
$\mathfrak{l}$

$\ll 0$ 41 $re+ur_{e}r$) $b_{\dot{|}v\iota}d_{tw_{\oint}}^{1}$ $P^{0\acute{\gamma}}|.*$ . $b\acute{\iota}^{\gamma}\iota d\{v\iota_{\oint}$ $r\theta^{\gamma}i0d$ $|\not\subset$ , $Z_{o}$

の $\not\in$ � $c_{CJ\exists}$ じで舞と火 $A $\ell 3$

。

$t_{0}^{\gamma p^{-}}l_{\mathfrak{n}}1_{-}^{-}b_{1\wedge d}^{\backslash }*ck$ て $|\rceil gL32$
。

$\grave{\backslash }0\backslash z*\sim,$ $\epsilon_{0}$ は $f_{\gamma}\eta$

$1_{\sim}^{\sim}b_{1}\prime d$ %ak-\kappa {) $3$ も従って. $\backslash \sim^{6)}\star X\neq\iota\ll$。と日 $y_{\hslash}\eta<\simeq’m\dashv$

$|_{\backslash }^{\sim}\neq\tau\llcorner$

$rc+\nu r\prime \mathfrak{n}$ , $b_{\mathfrak{l}^{V\llcorner}}\prime d_{\dagger}’\varphi r^{d}\acute{1}^{v}d$ . $1_{\acute{1}^{V\llcorner}}d_{l^{\gamma\iota}}^{I}*$ $r^{d}pr\iota’0$
$\star^{1^{\backslash }}*$

で $t_{\backslash R}^{\wedge\tau\neg}5\dagger_{-}\backslash$ ,$\iota て $\downarrow|$ 3 。

$z_{\text{。}}\in f_{\mathfrak{n}}$ $\backslash _{\zeta}$ $\Re \mathfrak{G}\prime \mathfrak{n}|^{\backslash _{\vee}}$ }$BC$ $r\mathfrak{e}+vY^{ty\backslash }$ . $b_{\acute{t}}d|\int\kappa_{d}$ $P^{0}\prime uJ$
$b_{\acute{1}^{\gamma\iota_{-}}}\lambda-$

$|\gamma_{\llcorner}$ & $\mu_{Y}i_{\text{。}}d$ $g$ $\nearrow^{\backslash }A\int$) $+\not\in|_{\backslash }^{\wedge}r_{k\eta}^{\llcorner}3$

。

$Z_{0}\sigma)$ $\ulcorner_{C}$ 士俺 $Y^{\backslash }\eta$ $D$ $\leq\gamma\downarrow-|$ $’\eta\backslash \backslash *$ う T. 10 $b_{t}^{\backslash }4’?r^{tY1_{\theta}d}$

$1_{\backslash }^{\backslash }$ 砥 $jp^{-R}LTt\lambda$ $1k^{R}g$ $V<\eta$ \yen ’\mbox{\boldmath $\tau$} の $4f\not\in$ $re+ur\gamma$) $\Omega$

$*i)\S A$ の $*0\backslash \backslash _{C}\llcorner,$ $Y\circ\not\in g_{\triangleright}$ の $b_{1}’\backslash A_{r\triangleright}’\#^{-}P^{0}$ )$\prime d$ $k,$ $\delta 2$

。

$\gamma\backslash -V$ $\nu_{i^{\supset^{-}}}S_{o}$ $d$) $te$ 価 v $\gamma\backslash _{\eta}\star_{k}>\backslash$
$ff^{\backslash }$ ( $\backslash \sim 0\backslash C*_{J}\backslash$

$f$
。

$\in f_{\eta_{\vee}1},$ $T^{\neg}$

,
$in-2^{p}$

求 $\nearrow s4$ で走べ ‘ 3 $\zeta$

。
$\sigma$) $fre\epsilon-re$杓「\eta $t,$ $k3\theta)$, $\eta$ $\not\in$ $g_{o}$ の

$b_{oUv\backslash O}\mathfrak{l}_{C})$ $re+U\Gamma’\eta$ $kv_{2}\neq’\delta_{\iota\circ}^{t1}$ $\zeta_{r-P}$ $0$) $b\dot{n}d_{\acute{|}\mathfrak{J}}$ $p^{p\}d}$
$4^{3^{\backslash }}$

$\Psi_{A-D}$ $i_{I’}$
)

$\dot{\backslash }$ 窪ば $\varphi k\tau|t$ 各 $(|)B$ }内援 67で五咳こ \rangle
$0$

$\sim\backslash \Omega\epsilon_{\wedge}’\eta\backslash arrow/$

$Z_{v\backslash }$ $\sigma$) $b_{\acute{|}Y}d’|V\llcorner\#$. $P^{\theta}’\mu$
$\iota^{\gamma_{p}}3$

。
$Z_{T}$ $0$) $b_{\dot{\iota}\sim}d\backslash$

)${}^{t}\theta-P^{e_{1^{-}t’\theta}}d$

$[!\mathfrak{n}+\downarrow$ $J\gamma[+P]$ $\not\in$ . $y_{r-\mu}$ 6) $b_{\acute{t}^{Y}}d\grave{|}$

? $P^{trt\circ d}$ I $rarrow\mu+\iota$ $Jr\sim 1,$) $+P$]

$1_{\sim}^{\wedge}\lambda’$

’
$\tau \mathcal{R}^{\backslash }\backslash \not\leq$ fi $a$ .

上の $g$ 覆て\cup k\sim l $\backslash cl$ : $|X_{v\iota}|<g$
ノ

$R\approx t\alpha_{\eta},$ $\theta$ ) $\tau^{\iota\backslash }\# 3f_{X}$

$s\dagger a^{\backslash }$

, $!Y\backslash \not\in$ $Z*$ $\sigma$) $f_{ree}$
$r\epsilon\uparrow vr\mathfrak{n}$ $kc\neq’$ Si $\circ$

$\backslash \backslash \sigma$) $h^{B}\nearrow_{\hat{\not\subset}}$ .
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$Z_{v\iota}$ $1_{\sim}^{\wedge}$ 封し、 $\wedge\vee^{\wedge}\wedge^{\backslash }\ovalbox{\tt\small REJECT}@$) $|\supset^{1\backslash }$ ) $\lambda^{\backslash \backslash }$ へ $z^{c}$
$\beta_{\gamma\backslash }$ $\lambda_{\grave{3}}^{3}$ $s_{O}$ \yen 大 $k_{\vee^{\vee}}-\gamma$

$\not\in\epsilon,$

、
$)_{\backslash ^{\backslash }}$ こてが $\mathbb{R}\#\backslash @$

。

$\grave{c}0$) $k_{\lambda}^{\wedge}\text{で^{}\tau}$ , y叉 $h^{\backslash ^{\sim}}4\Gamma n\not\invee*3$

$(8A)$ $d_{\mathfrak{n}}(z_{0})$ $:=$ $|Z_{Y\backslash }$ 一 $Y$
。

$|$ $\geq_{\sim}$ $e^{-d\eta}$

$\backslash \backslash \sim\backslash -c^{s}$ $\lambda>0$ $|\{+/_{7!}\backslash (\downarrow\backslash T^{\backslash \backslash }$ $0<\aleph<<(3$ $\tau^{c\text{、}}\ovalbox{\tt\small REJECT} 30$

こ $\sigma$){$R$ 曳 $(bA)$ の下で
$\iota$

\S 3 で走 $\wedge^{\backslash }\hslash_{\sim}$ (S. $\iota$) $3_{\backslash }’\star^{3^{\backslash }-}\lrcorner_{\wedge}$正 $BA$ で

$d\tau 3_{b}$ 5。� $Z_{n}\Phi b_{\acute{W}}d_{rn}$ a $P^{0\gamma\vee\backslash \star}$
$t$ 定め $3_{o}$ $b\prime d_{t\wedge}’\#$

$P^{9f\dot{\iota}od}$ [$v\backslash \star tJY1’$} $\gamma 1$ $e\tau_{k\yen\backslash }^{i}\neg\delta 3h-|^{-}\sim$ , $K\tau^{c}$
$P^{ri^{\gamma \mathfrak{n}a^{\gamma}}\vee}\nearrow$

$b_{t^{\eta}}^{1}d_{\dot{1}}\sim_{\delta}ptY’t0d$ $P_{0}\geqq|$ を $\nearrow^{1}A*j_{P}^{*}$ た-7 \yen f\Xi . 大 の叡 $L$劣 5,

$(6C2_{\vee})$ $[z_{\mathfrak{n}\star_{\acute{\theta}^{c}}}-s_{*}|$
$\underline{<\wedge}$ $h$

$e^{-\beta \text{よ}}$

} $\angle\sim\#_{\delta’}<arrow’F_{0}$

$\ltimes$
$\overline{\sim}$

$\frac{1}{|O}$

$exP$
$(arrow S^{\sim}\theta k\alpha^{v_{-t}}\neq^{Q}-\wedge e^{-}\epsilon\dot{\phi})$ $\leqq$ �.

$\backslash \sim\Phi t*_{\backslash }$

$\psi_{\sim}\triangleleft\cdot)$ $P_{O}$ $\prec=$ 5 $1_{0*}d_{\gamma},$
$(Z_{0}J^{\sim I}$

$\leq_{-}$ $\sigma a$

.

$\prime n$ $<\eta$

$’\eta\supset p\wedge\lrcorner_{\uparrow\not\subset H}\backslash t\sim$ 小 3 $t$
\neg \sim ’4\|す B\S $R7$ $R<arrow\gamma\backslash -1$ $|_{-l_{\backslash }]}^{\wedge}L$ て係定士娠て

$\mathfrak{l}^{\iota}S$ ( 伍 $r_{\pi_{\sim}’}K$ )
。

$(8 CL)A\mathfrak{h},$ $z_{\tau}|B- B\#p_{n}\eta P_{0}$ a $z^{u}$

$S\circ$
$\mathfrak{l}\approx$

$b_{1}^{\backslash }\mathfrak{n}d$

$+_{\backslash }rk2b$ $\iota r-\sim W_{2’}\ell T$ $[ [ , P_{0}]$ $I-\sim x$、 $\iota\downarrow\tau.$

’
$Z\mathfrak{n}\emptyset$

$Yt+vrn$ : $’\mu r\dot{\downarrow}\circ$ A が \mbox{\boldmath $\tau$}大券丁礒て $|\iota 2$ . $f^{>}\yen$

$o$ $P)$家 $z_{v\iota}\mathfrak{l}^{\underline{\wedge}}\grave{t}+Y3+\gamma-e*|\dagger\epsilon r\alpha\dagger \mathfrak{e}$ すな]\rightarrow \models ! $arrow p$ は

$Z_{n}t1$ ( $\acute{\epsilon}\delta\}\}$ $y$
。

$d$)) $4f_{X_{d^{\wedge}}}^{A}\Omega$ $\triangleright_{p}d\acute{r}\# r^{\epsilon r_{t\mathcal{O}}’d}$

$|_{\sim}^{\wedge}\nearrow\not\in+_{\backslash }\not\in 11$

。

{ $<\approx r$ 乏 $\wp_{6}$ � $q$ で $1ST\propto\star$ .
$1\wedge\sim*$ りりくあ 3

$b$

$\backslash _{-}\backslash$ の $\iota_{C}$ 史, $P=$ ? $RK$ $P$ ば $re+vr\eta$ て\mbox{\boldmath $\lambda$}
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$\hslash$ @ 。

$P\underline{\bigwedge_{\backslash }}$ ?。 .
$\llcorner^{\overline{\ell}}\overline{\vdash}r_{L}r_{\sim}$ ぽ. $P_{\text{。}}-r$ $<\simeq’\{0dP$

。
$\text{で^{}\iota}$ fi a $\backslash$ ピ

$j_{1^{\text{ず}}}| I’7afl Rt1r_{R}\star_{X_{-}}\int^{\wedge}\sim$ より $\Leftrightarrow\nearrow\backslash q$
$|_{\sim^{1}}^{\wedge}1_{7}$

)$\pm a\hslash-$ 丈蜘 2. 張定 ,

$-\iota 0\alpha r_{\sigma}$

$(d$ . $S$) $|z_{r_{\dagger Pt\cdot\downarrow}}-\zeta_{P\dagger t}|$ $\geq\wedge\sim$ { $\epsilon_{\mathfrak{n}+P_{o}+}t--y_{?}$
。

$+1|$ $|<$

$\geq\sim$
$h$

$e^{-ptr_{0}+I)}$ $|<^{-|odp}$

$\geq_{\sim}$
$h$

$\rho^{\sim\lambda\beta}(P\dagger\iota)$

イ A $\mathfrak{h}$ 立 2
$0$

$z_{\delta}^{\beta v}\wedge\in\swarrow$. 偽- 帆手で $e^{c}\sim e^{\chi}\ell$の昭 $|^{1}h \oint*$ 年 $i$ に ば
/

$\theta<\simeq \mathfrak{n}-\downarrow$
$|^{\sim_{\sim}}Af\llcorner$ $b_{1^{v\iota}}\prime d’\triangleright\#P^{\epsilon rt_{\theta}d}$ $C^{R_{\neg}}rJB+pJ$ $|\wedge\sim*,$ $|\downarrow\tau$

$z_{0}^{\phi\dashv y}$

1家 $ex_{P^{av\iota}}d\iota \mathfrak{n}_{\#}$. で為) $\backslash \backslash$ と $/i^{u}$ ‘J4 { $\mathbb{R}^{1}Xo\gamma$ {反文力 ‘3‘ $S^{\prime_{)}}*$ な $|\gamma*$

ギな $\grave{b}\not\in\iota t$ , $i’\backslash t^{\backslash }$

ノ

$+_{0}|d$ $s\rho\}_{i}+\dagger|\iota\sim\oint a\downarrow k^{o\ulcorner\dot{|}+hm}l_{\sim}^{\backslash }$

? $1l$ 又 $\llcorner’\neq\prime 1^{\backslash 1}3$

。

\S E.3 $+_{0}[d$ .

乙 o $\Leftrightarrow 4_{A}$ $L$ (.
$,$

$\not\subset tf$ $Z_{o}$ � $- R_{\text{そ}\epsilon}$ $fe\dagger\nu rr$ $\mathcal{E}T3$
。

2の

$(CS_{\backslash }$

$P^{f|w\iota\alpha r}7$
$+_{0}[A’\downarrow^{\gamma}\iota_{\#}P^{*ric\prime d}$ $[4+|j4+1_{t}]$ $\not\in$

$1_{0}$ $-rightarrow$ $\frac{to|_{0_{\phi}}|<}{t_{\iota_{\#}}\frac{1}{L}}$
$\downarrow\triangleright\theta\cdot d_{g}(Z_{\iota})^{-\int}$

$+\llcorner$

’

$-L^{\backslash }$ 彪め 3$\cdot$ . $\backslash \sim\backslash \backslash$ で $0\leq\sim$ [ $<\vee+$ $\iota*$ $\#+1,+1$ 力\Sigma $te\uparrow\nu r^{r}\mathfrak{n}T^{\vee}$

$k$ く $2_{-}$ a $<t$ 唾 $\ovalbox{\tt\small REJECT}\circ\ovalbox{\tt\small REJECT}|\prec$ レユ $S_{6}$ を冷食考 みう $\mathfrak{l}_{\sim}^{-}$ 躍 $\tau 2_{1’}^{\backslash \iota}$

。

$P*z<$ $|_{\backslash }^{\wedge}\hslash 3S$ $b_{t}^{\tau}d_{\grave{1}}\gamma pe_{Yo}d$ の長河 $t\mathfrak{F}’2\backslash c,$ $(i_{1}F)$

$1\mathfrak{h}$

$P\geq_{\sim}$ $\frac{t_{\theta}\theta d_{1}R_{J^{-1}}}{2(\downarrow v^{|<+2}\beta)}$
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よ, て $1\circ<<p$ $\epsilon r_{\mathbb{P}}g$

。
$F=$ [仁 $+1J$ 侃 $+1$ ] が ‘ $+_{0}Id_{\acute{M}}\theta$

$\mathfrak{p}e_{YO}|d$ で’ $*3\backslash -\cross k$

$o$ $[t+\iota , 4+1]$ の中 61 \langle $1_{/^{r}v}^{A}$ are十\mbox{\boldmath $\nu$} $rv\backslash D$ |ニナす し

$U$ の ? $7$
$\uparrow_{0}|d|\sim*\Gamma^{Y\iota\circ d}$ $\sigma$) $Sv\iota A$ $\underline{<\wedge}e+X$

L\leftarrow 駅$

$o$ $A\succ_{=}J_{0}$ $\sigma$) 中で黒 $1\backslash$ .
$r_{\sim}At_{)}$ 堤め @ $0$

$\urcorner\vee$ の音ま

$o$ $[. \epsilon’+1 \text{蔓^{}\prime}+- A’]$ $A^{\backslash \backslash }\dagger_{\delta}td’|^{\gamma}\forall pe^{\gamma_{\iota’\mathcal{O}}}d$ で $\ovalbox{\tt\small REJECT}$ $\mathfrak{h}_{l}X’+I\in F$

な牡 $1\not\in$ $g_{+A’}^{1}*\in F$

甘十\mbox{\boldmath $\lambda$} )事 rctu $r\eta-c^{4}$ ’ 2. $\<|x_{\#+A+t}|<|-2S_{6}$

ガ戒 1立 $2_{\sigma}$ 走もに

$\frac{\downarrow 0\{a_{b^{1\prec}}}{1_{0}\ \frac{\iota}{b}}$
$|_{\text{。}}\theta\cdot d_{\not\in}[z_{d})^{\dashv}$ $\leq\sim A$

$< \simeq’\frac{2,0|_{\theta}+|<}{\downarrow_{\theta}\ovalbox{\tt\small REJECT}\vee^{1}\sim}d_{\ell 0}^{g_{J^{-\}}}}$台

$rr_{a}\}_{1}$ $S\underline{\underline{|}}\backslash p_{0}$
$h^{\backslash }\backslash$ 歳り立 9

$0$

$b_{1}’-d_{1\mathfrak{R}}\prime rer_{1}^{\backslash }\circ d$
$\backslash \angle\Pi^{\wedge}*/$ $Y_{4}|_{\sim}^{\wedge}b_{\dot{t}\wedge}d\backslash r*\gamma_{tt’3}$ 4’ま慧 $\Omega$

$S_{0}$ $L$ -k $0$) $re+\mathfrak{u}rn$ $|_{\backslash }^{\wedge}+\tau\llcorner$

/
$P_{0}1d_{\delta}^{\dagger}|v\iota$

$P^{f^{\gamma_{\dot{|}0}}}$ A $fi^{3^{-}}\sim x5\sim 2_{o}$

; $\zeta_{c}\triangleleft$
. 5 $r^{[\dot{\iota}++\iota\sim}k|$ a $1_{b^{0}}ri+k\gamma\uparrow$

\S 3 $\tau\not\in\wedge^{\iota\backslash }t_{\sim}^{-}-/_{7I}\backslash \hslash\not\in\not\in\backslash \backslash$ 正 $z\epsilon 1_{\sim}^{\wedge}L_{-1}^{*\eta}\cross$ 淡のれ加 $\star_{\delta-}\wedge 3$

。

$\}\leqq R\leq\sim\prime \mathfrak{n}-${ $\cross L$

)
$f_{o}$ $IX$ $C*$. $|_{\vee}\wedge$

$b_{\iota u}^{\backslash }A$ 河鍬 $T$ [I $\lambda$ $\succeq\triangleleft 3_{o}$

$\lambda$
$\theta<a\supset\Lambda$

$\underline{<\wedge}1$ $I_{\backslash }^{\neg}j*L$ , $\sqrt y=\gamma_{J^{A}}^{\gamma}(\xi_{)})$ $\overline{\sim}$

$D\uparrow_{\alpha^{\supset l}}(\xi_{\iota}3,$ $(1_{J}0)$
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$\backslash Z\lambda\backslash$ く
$o$ $1J_{\wedge}^{-}$ $*$ 沃の特 $|_{\sim}^{\wedge}/_{\grave{\partial}}\hslash_{7}\tau\iota$

$\sqrt{}$
$\wedge-$ $ae_{\mu}$ $+$

$T_{\vee}^{rightarrow}A$

ここ $- c^{arrow}$

$\iota$ . $\omega_{\sigma}$
$\wedge\sim V_{\theta}^{-}$ $=$ $C^{1}$ , $\mathcal{O}$) $6_{O}^{-}$ $\simeq O$

1. $\ell O\sim_{J^{k}}$ $=$ 殴 $(r_{a}\zeta g_{y})\cdot\prime 0_{yarrow I}$
$J$

$\sim_{y}\Gamma$ $–p\varphi_{\wedge}(a)\cdot\Gamma A\neg$

告. $y$ $h^{\supset}$ $g_{o}$ $O$ $r_{C}+ur\mathfrak{n}$ $o\backslash z\cdot t$ ,

$\sim_{J^{k}}Q=$ $d_{1^{\lambda}}$
. $e^{\alpha)}(\epsilon fl\theta$) $+$ $\beta_{J}u$

. $(|_{J}0)$

$\neg\backslash \vee\sim T^{arrow}$ $1$ 1家 $f\circ Id_{t^{\nu\iota}}’\cdot\theta$ $\rho\triangleright \text{架_{}t\partial}dT_{J}^{r}$

$e^{\iota v}(\epsilon_{y*\iota})$ $|*$ 1 $\sqrt A’\ell$) $\zeta\ell\eta\{mc\dagger\downarrow’\nu e$

$\alpha_{PP^{ro\cross}}|\gamma\gamma\iota\alpha+\grave{\iota}0^{J}v\backslash$ .

$t$ 求・火 $\tau$ .

$\ell\sqrt{}\mu--$
$\omega_{\mu}\sim$

$d_{\nearrow A}$

. $p$
�

$(a*\iota)$ $–$
$\rho_{J^{A}}$

. $(|, 0)$

$0_{y}^{\vee}$ $\approx$ $T_{y}\sim$ $+$ $*\cdot$
$e^{\{[y}(g_{\mu*})$

$4_{\alpha}$

)$\lambda$ が千。[J $i$

瞥 ? � $e\eta d$ $y-arrow y$ ,扱 $\iota$ 小乞 $e$ ,

$\omega_{y}=\sim_{y}\omega+$ $d_{)^{\iota}},D\psi_{\alpha}^{p_{\iota}}(*\iota+\mathfrak{l})\cdot e^{\Phi\backslash J}(\ll_{1^{4\iota\theta}})$

ノ $-\simeq$ 写 $d\backslash y_{t}$

$D\varphi_{\wedge}^{\ell_{1}}(\backslash 5_{\mu\downarrow b})$ . $4^{P\backslash J}(3_{\mu.+\iota})$

$-\hslash_{R}^{\eta}\iota_{\sim}^{-}$ $s_{\approx}>|$ と Cl

$ty,$ $/y_{t}+A_{t}1$ $J-\sim-$ , $[\supset 1s’)l_{3}+2_{4}]\prime h^{\backslash ^{\backslash }}\backslash 1^{\lambda T^{arrow\#\lambda 3}}$ と了,

$\omega_{J^{\wedge}}\wedge\sim$

$w_{y}\sim+$ $\sum_{1}^{s}$

$_{\dot{1}}-$
$\triangleright(\ell_{\wedge}^{l_{\backslash }}(a_{i^{+1}})$ . $e^{\omega_{(S_{y_{\{+\iota}})}}$.

$U_{\overline{y}}\overline{\sim}$
$\sigma_{y}^{\vee}\sim$

–
$\frac{3}{\sum_{\iota}}$

$\circ\langle y_{\mathfrak{i}}$ $p(p_{A}^{J_{I^{\backslash }}}(g_{y_{1^{\text{や}}}})\iota e^{\wp\backslash J}(\cdot\sigma_{y_{\{+1}})\backslash$

S. $3_{\sim}$ $J\triangleleft\cdot$ . $/^{1}’\cross\prime t$ の ℃ 才ノ $\omega_{J^{\lambda}}\wedge\sim$

$\ell\theta\sim_{p\wedge}$ の $rightarrow\sim\sim_{J^{-}\wedge}T$
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$k\#^{\backslash }\epsilon\not\in d|$
$|\leqq\tau R$ $\leqq$ 家 $-|$ と 1 , $\xi_{0}$ $\wedge 3^{\wedge}$

$\mathcal{E}_{\zeta}$

$\mathfrak{l}^{\bigwedge_{\vee}}b_{t^{\gamma}\iota}’d$ て礒て

$t\backslash$ a $\star\Re>$
、

$l\#^{\backslash }$ , $A$ $0\leq J\lambda<_{\simeq}\not\leq$ $|_{\vee f^{)}*}^{\backslash }$ し

$\mathfrak{l}_{s1_{0}}r^{e}$
$Q_{J^{A}}$

$g_{\partial}|$ $\leqq$ $3\sqrt{b}$

ぐ\mbox{\boldmath $\theta$} , $CI$ $C_{l}$ , 区 $J\epsilon$ $>0$ $1X$ 以。$+ \{\backslash \bigwedge_{\succ}ffl-$ $\tau 7T^{\backslash \backslash }\ 3$ $g\neq 2_{\phi}$

屋 $\prec C$ $<$ $C+2t<$ $C_{1}$ $<$ $C_{0}$ $\zeta\downarrow-t$) $-\triangleleft$ $<C_{O}$ $<la_{\#}2_{-}$ .

$P\sim$ $|<\approx$ 負 $\prec\approx \mathfrak{n}-|$
$|_{\sim}^{\wedge}$ 匁しノ \mbox{\boldmath $\nu$}又 $\sigma$) 侮炭 $\overline{b}/\swarrow,$ $7$ 力、\leftrightarrow 伽堂才

氷て $||3$
。

$\underline{RT}$ $\Sigma_{\delta}\in 4$ $tCL$ , 4 $r>*g_{o}$ $\sigma$) $*r_{\epsilon e}$ $re\star/r\eta$ $\wedge x\grave{S}$

居、 化’|\eta $d_{t}\eta\gamma\backslash$ $Y_{0}$ $\in r_{a}$ $*$ )
$\llcorner^{l}*1$ま] て 11て.

$(8A)$ $d_{t}(\text{箇_{}0})$ ‘. $=$ $|z\epsilonarrow Y_{0}|$ $\succ=e^{-}$
砥 $\#$ .

$\xi_{o}$ $^{\backslash }$ 上 $\sigma$) $5_{0}$ $I\wedge\sim$

$b_{|v\iota}A$
$\tau_{\backslash \dagger\iota T|I\}}t_{\overline{\theta}\backslash }3^{\int\lambda^{\^{t}}}|$

$[d_{\ }\epsilon,)|$ $<\wedge-$ $+k\Gamma b$ $||tO_{\ \sim 1}(g_{\iota}J||$

$\frac{3}{a}$ a $d\epsilon\not\in\circ J$
$<--$ $\frac{41*\epsilon_{\iota}\underline{)|}}{||\ell o_{l\dashv}g_{\iota\overline{J}\overline{||}}--}=\frac{|\omega_{a}e_{t})||}{||\ell o_{\{- t}g_{\iota})[I}$ $\underline{<\wedge}\frac{5^{-}q}{z_{\backslash }}d_{g}(r_{o})$

$-*\vee\rangle\tau\sim_{\backslash A}i$ $Y_{e}$ $1^{\wedge}\sim bi*d$ $\prec*rt|\iota 3$ $\backslash g_{0}$ $\Omega$ $b_{0I}Ad$ $|^{\wedge}e\dagger\iota/TY1$ $D\underline{<-}e$

$\downarrow\approx\gg+\llcorner$

?

$|$
$\triangleleft a(\epsilon_{1})\sim$ I $\preceq 5^{\cdot}$ } $<\ulcorner_{b}$ $[t\Phi_{p_{\triangleleft}}\ovalbox{\tt\small REJECT}\partial||$

$ad_{\lambda^{)}}(\ll\partial J$ イ
$\frac{\downarrow\rho_{p}(\epsilon,)|}{\downarrow\iota o_{\nu\triangleleft}g|)||}$

$\leq_{-}3$ 久 $d_{v}(\sigma_{o})$

.
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$\sim$
($\ulcorner a’\not\subset \mathcal{E}$ $D\underline{\neq}\epsilon$ $\not\in$ $2\cdot\in f_{4}$ t) $r\epsilon+ur\nu\backslash$ と $\llcorner$ [$\nu+1_{2}U$刊]

\S $b_{1^{Y}}’d’|\eta$ $p_{T^{Y10}}|.d$ $t6$ a て
$J$

$P$
$\precarrow-$ �伏 $\ell$) $<$ $D$

$* \sim\grave{3}I\bigwedge_{\vee}\iota$ $\not\in’*a-\Gamma_{I}$
$J$
乙, $>$ � $iP^{\sim\chi_{+f_{Z}}}$ し $rightarrow\zeta$

, $\xi_{o}$ $*0^{\sim}\Sigma_{c\prime}$ $|_{\sim}^{-}$ 日ざ $p_{g}\eta$

$1i$ 士よ $\leq 2,$) $+Parrow \mathfrak{l}$ 審 $T$
$b_{\iota^{v\iota}}d$ $\pm$ 蛮て 113 & $\dot{>}1\_{l}^{\sim}$

$\frac{1}{\wedge,t\iota}$ $\underline{<\wedge}$

$\frac{||Cd_{\mathcal{V}+*}(\xi,)||}{|\theta^{J||\{Q_{*’\alpha}}1}$
$\underline{<\backslash }\wedge C_{t}$

$\vee\backslash \sim\sim L’f\iota\tau\downarrow|’\sim d_{\forall}’r^{o’V_{\vee}t}$

.
$R\mathfrak{F}R\eta$ $D*P*$で $Z_{O}$ $|\nearrow_{\sim}b_{00n}dL*T$ Il3 $\not\in’>|J^{arrow}$

$\frac{||\omega_{\iota\gamma\ell}j(5_{t})||d_{p}(g_{0})}{||\omega,ff_{\iota})||}$
$\underline{\geq}$ ?

$G^{\frac{C_{l}}{3}}(r+|)\geq|$

$r_{R}\not\in\eta$ $F_{\#}(ajZ_{d})$ $*$ [ $|J^{-\zeta]}|$二ま、(73 $Z_{o}$ の $-\triangleright@e|’+em\dagger p$

の梱 $\Re$ と $i\lambda Z$ ,
$(FA)$ $F\ll(4)Z_{t}))\geqq$ $(\mathfrak{l}-\epsilon)K$

{ $E^{\zeta_{\ell\llcorner}^{\neg}}\sim S$ , $(. \gamma \sigma)Tt_{J}^{\neg}$ $4\ulcorner_{\lambda}\prime_{\lambda}\tau_{\sim}3$ \yen $\overline{T\prime\backslash }\tau_{\sim t}\neg lP^{\backslash }\mathbb{R}\not\in 30$ $r_{*T^{j_{*^{arrow}}}}^{\vee}$ ,

$t\preceq\sim\eta-\downarrow$ $1CL$ , $\epsilon_{O}$ 怯 $C_{A}$ $\mathfrak{l}_{\sim}^{\wedge}$

$b_{Y^{VL}}^{\backslash }d$ $L$ 娠て $||’St_{-}\delta 3$
。

$|[\omega_{k}Cf, )||$ $-\wedge$
$\urcorner 1\#_{t}\frac{||\theta_{i(\epsilon_{\iota}J||}}{||^{\ell}O_{1\dashv}^{\prime\epsilon_{J})||}}$

$t^{\iota}A3$ . $1<$ $22_{t}<\iota?_{a}<$ . $arrow$ $<D_{3}$ $<\simeq’t$ $*$ $\xi_{0}$ $\Gamma$) $+ree$ $nf\iota!Y^{\eta}$

$\backslash C\llcorner$ , $V\wedge\sim Z$) $i$
$|_{\vee}^{-}\}_{\sim]}\delta\delta$ $b_{1Y}^{1}d||l\mathbb{P}^{er\ell\circ d}$ $T$ $r^{\wedge}t$

$t\delta\partial(\epsilon’$

4\S \not\in $F,$ $6x\uparrow$
$\mu_{D}\#\frac{\downarrow|a?_{c}\zeta f\partial||}{||v_{\grave{t}\backslash 6)|1}j}$

$\geq$
$\frac{\downarrow|\omega_{l’\dagger r}g_{I})1|}{||_{to_{p}[f_{\iota})||}}A_{D}(5_{\phi}$) $=\succ|$
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メ; $1\supset’|\tau t$
$J7\backslash$ ; $yarrow k$) $rightarrow P-I$ $\succ f\backslash 111$ , 永由 ‘ $g\rho\subset$ ( よ $t_{1}$ .

$D^{\urcorner\downarrow^{\dashv_{\star \mathfrak{l}}}}y_{\uparrow r}$

$\frac{|b_{i}(Z_{t})||}{||0_{iarrow|}\lfloor SJ\mathfrak{l}|}$

$\overline{\sim}\frac{||aJ_{J\lambda-\iota 6\prime J||}}{1ttdp\{\uparrow C<)||}$ $= \frac{||\eta_{j\wedge-\mathfrak{l}}\Gamma g_{\vee}.)||}{|\{\bigvee_{\nu*\gamma}[\sigma_{J})||}$

$\geqq e^{r_{\text{。}}f}$

$\phi_{\lambda}^{\backslash }\iota_{\backslash }^{\wedge}$ .

$|\backslash \omega_{t}(\epsilon_{\iota})||$
$>\approx$

$e$

$C_{0}R-dk$
$\underline{>\wedge}$

$e^{c_{t}\not\in}$

また $42_{\#}(\xi_{\iota}j$ $t$ 吸 $(T_{\backslash })d1$ 関杯 は

$\grave{7}\mathfrak{k}ke\sim g_{\backslash }d^{r_{\iota}}2$. $|<\wedge\sim y$ $<\sim\wedge\epsilon\leqq m-|$ 1 $C$ , $\sim\sigma_{\text{。}}$ $|*$ $e_{A}\mathfrak{l}_{\sim}^{\wedge}b_{\acute{t}\mathfrak{n}}d$

曳東 $-c\iota\iota 3\iota_{C}\mathfrak{F}3\succeq$

)

$I<\sim>e^{-e_{J^{(}}}||v_{y}\beta J||\leq\sim$ $|W_{\alpha}t\sigma,$) $||$ $\angle=k^{\zeta}e^{(C+d)_{\ell k}}\{|\lambda_{jA}J^{-}g_{\iota}J||$

ゆ叡 $\downarrow\sim_{\backslash }$

$||\urcorner J_{\overline{t}}g_{\iota})[$ [ $\underline{>\wedge}$

$k^{arrow\sigma}e^{Cc,\sim}\epsilon$) $\cdot R$

$\geq\wedge$

$e^{cq}$ ( $N$ {河 $+^{\bigwedge_{l!}}*$ ).

\S $t’\backslash |$ で $\#_{\#}$成 $\tau\vee$水ぢ $\kappa$ $\downarrow_{\vee}^{\wedge}$ 真す $\llcorner,$ . $4ffi_{/}\hslash_{\sim}5,$ $\swarrow fR_{\angle}^{\backslash }|\lrcorner\tau 3\backslash \sim$ とマ

$(bA)$ \yen 4及艇し 7, $\prime_{\overline{\wedge}1\text{寡}}\sim_{\triangleright}$ し, $l\sigma$) $/;_{\tilde{\ }}1_{\sim}^{\wedge}$

、

$(BA)t(FA)$ によ. $\sim_{\zeta}f\sim \mathfrak{h}^{\tau}$

嵐み $r^{\alpha mm\epsilon+er}\mathfrak{a}$ �宅〒侮を $\ovalbox{\tt\small REJECT}\{$ 号う
。

乏 $\llcorner$ て 財闇 $(\mathfrak{n}+|t_{\sim}^{\backslash }$

$g^{\lrcorner}L_{6}^{s}$ 7 $\backslash \backslash \backslash \tau$ ($]B\backslash \ovalbox{\tt\small REJECT} P\theta$ に $*1\backslash \prime t1$ $(SA)$ $C $(FA)h^{3^{\backslash }}\theta’$) $p_{3}$ て $|$ } A $[\not\leq^{\iota}$

J\S $fN$ ]玖が更紀ち。
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$\lfloor]\ni\iota$ $6$ $B_{e}||^{e}bk||$
$E_{f^{\nu i}\vee 4}\int_{e\sqrt 1ce}$ A $\mathfrak{n}d$

$\gamma_{10r_{Vna}l}f_{\ell vms}$
$0\cdot\dagger$

ge $r’\backslash S$
$0\ulcorner swo\sigma\cdot Fk$

$?\nu\iota\alpha\prime r\uparrow\dot{|}nk^{S}$ ,

$R\nu s.>i$ 虞 $\eta$ $\}/ld$ . $S\nu rve\gamma^{3}$ $33,1$ $(|q\eta 2)$

$|0\urcorner-|\eta|\urcorner$ .

$t^{pcJ}$ $\uparrow 1\beta_{pned_{tC}}|.|<S$ and L. $c_{ar}/eS0\eta$ , The $d\gamma^{\gamma_{1\theta^{\varphi}}}t’OS$ $\oint\mu_{e}$

$He^{/}\mathfrak{n}0$

乍| 寡\sim \sim へ
$P$ /

$A_{m}$ 寡寡. $M_{\alpha+\ltimes}$ .

$\mathfrak{l}33$ $(|q\eta|)$ $\eta 3-$ / $K?$.

[H]M. $H_{C’nor}$ A} $4;\mathcal{O}di’w\iota p_{h310^{\gamma)}A}$ [
$\prime w\iota a_{PP}$

in $
$Wl+l_{\iota}$

杁 夕 $+tav\iota b^{C}$ $a^{-}HY_{\lambda C}^{\sim ror_{\lambda}}$
$a_{\gamma \mathfrak{n}\prime rV\backslash }$ . $!\uparrow\wedge 4$ . $n_{\nearrow}$ .

$\sigma_{0}^{\sim}$ $(|\eta\eta t)/$ $l?-\tau_{l\eta}$

$[M\vee]$ L. $Mor\alpha a*$ M. $y_{ian\eta}$ $A$ $b_{U^{\gamma}t}d_{Auce}0f^{s+ra_{\psi^{e}}}\backslash$

$\alpha++\ulcorner a\circ+0rs$ , $p^{r}er^{r)’}d$ .

[P] R $P|_{\gamma^{1<\{\eta}}$ $O_{r}+he$ ge $vm$et $t_{\nearrow}\theta f$ $k/^{\iota}r^{e\tau L_{0}1\iota}c$

$\alpha\dagger+rac+ors$ $0\dagger^{\backslash }$ $5^{\backslash }mao\dagger h$ $CAScades_{\nearrow}$

$R_{U}ss_{t’VR}$ $\vdash t\mathcal{M}$ .
$5_{U}^{\backslash }$

ゾゼ$eys$

3 $q$

{
$\zeta(\iota\eta\mu\Leftrightarrow)$

$J$
ff $\zeta^{\backslash }-/3/$ .


